
特集

P2 鳥取は、先取りのまちになる。

P4 災害に強いまちをめざして

P6 みなさんのご意見を聴き、
地域の課題を解決します。

P8 市職員の給与などの状況を
お知らせします。
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鳥取市武道館「鏡開き式」で
弓道の演武を披露
詳しくは 31 ページをご覧ください。
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日本海形成のダイナミズムを体感



エ
ン
ジ
ン
01
文
化
戦
略
会
議

の
ね
ら
い
と
活
動

市
長　

最
初
に
、
エ
ン
ジ
ン
01
文
化
戦
略
会

議
の
ね
ら
い
と
か
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
経

過
を
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

和
田　

エ
ン
ジ
ン
は
、
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
・
ジ

ャ
パ
ン
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
略
で
、
特
に
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
こ
と
に
意
味
が
あ
る

わ
け
で
す
ね
。
エ
ン
ジ
ン
の
メ
ン
バ
ー
の
よ

う
な
文
化
人
は
、
一
匹
オ
オ
カ
ミ
的
に
な
り

が
ち
で
す
が
、
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
で
き
る

限
り
の
こ
と
を
や
ろ
う
と
。
し
か
も
、
原
則

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
ノ
ー
ギ
ャ
ラ
で
や
ろ
う

と
い
う
集
ま
り
で
、
そ
の
趣
旨
に
賛
同
し
て

く
れ
た
人
が
２
４
０
人
以
上
も
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
も
の
が
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
、
講
座
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
ト
ー

タ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
、
そ
の
ま
ち
全
体
に

新
し
い
文
化
を
築
い
て
い
く
た
め
に
提
案
を

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
鳥
取
市
で
10
回
目
に

な
り
ま
す
。

市
長　

鳥
取
市
で
は
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

や
砂
の
美
術
館
、童
謡
唱
歌
の
ま
ち
づ
く
り
、

ま
ん
が
王
国
な
ど
新
し
い
文
化
の
形
成
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鳥
取
大
会
の
実
施
は
、
地
元
の
商

　
１
月
９
日
（
月
）、
東
京
都
渋
谷
区
の
エ
ン
ジ
ン
01
事
務
局
で
、
3
月
23
日
（
金
）

か
ら
25
日
（
日
）
の
3
日
間
、
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
と
鳥
取
環
境
大
学
な
ど
で
開

催
さ
れ
る
「
エ
ン
ジ
ン
01
文
化
戦
略
会
議
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
in
鳥
取
」（
本
紙
付

録
参
照
）
大
会
委
員
長
で
あ
る
精
神
科
医
・
和
田
秀
樹
さ
ん
と
大
会
会
長
の
竹
内

市
長
が
、
鳥
取
大
会
の
開
催
意
義
や
特
色
な
ど
に
つ
い
て
、
対
談
を
行
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
文
化
芸
術
推
進
課 
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鳥
取
は
、先
取
り
の
ま
ち
に
な
る
。

エ
ン
ジ
ン
01
文
化
戦
略
会
議
　
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
in
鳥
取

特　集

空
論
で
は
な
く
実
論
を
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工
会
議
所
青
年
部
や
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ

ー
が
大
活
躍
す
る
予
定
で
す
。

　

和
田
先
生
は
、
大
会
委
員
長
と
し
て
鳥
取

大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
に
つ
い
て
い
ろ
い

ろ
苦
心
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
大
会
の

内
容
や
特
色
は
何
で
す
か
。

和
田　

も
ち
ろ
ん
岡
野
貞
一
先
生
の
講
座

や
、
砂
の
美
術
館
、
マ
ン
ガ
文
化
な
ど
、
い

ろ
ん
な
形
で
鳥
取
に
関
す
る
案
件
を
取
り
上

げ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
我
々
が
今
回
一
番
重
要
視
し
て
い

る
の
が
、「
砂
上
の
実
論
。」
と
い
う
テ
ー
マ

と
「
鳥
取
は
、
先
取
り
の
ま
ち
に
な
る
。」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。
空
論
で
は
な
く

実
論
を
伝
え
る
。
役
に
立
つ
話
を
し
て
い
き

た
い
と
い
う
こ
と
を
重
要
視
し
ま
し
た
。
逆

に
言
え
ば
、
鳥
取
の
み
な
さ
ん
が
そ
れ
を
聞

い
た
上
で
何
か
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
く

だ
さ
れ
ば
、
鳥
取
が
将

来
、
先
取
り
の
ま
ち
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　　　

今
回
、
こ
れ
ま
で
の

エ
ン
ジ
ン
で
や
ら
な
か

っ
た
こ
と
を
幾
つ
か
や

っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
夜や

楽が
く

で
す
。

夜
楽
委
員
を
山や
ま
も
と本
益ま
す
ひ
ろ博
さ
ん
、
犬い
ぬ
か
い養
裕ゆ

み

こ
美
子

さ
ん
、
横よ
こ
か
わ川
潤じ
ゅ
んさ
ん
と
い
う
日
本
を
代
表
す

る
食
の
評
論
家
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
鳥
取
の
中
の
隠
れ
た
名
店
を
ち
ゃ
ん
と
探

し
、
３
人
が
実
際
に
下
見
を
し
て
選
ぶ
。
そ

の
中
で
、
我
々
の
メ
ン
バ
ー
の
料
理
人
の
ご

協
力
を
得
て
、
地
元
の
お
店
と
コ
ラ
ボ
し
て

何
か
新
し
い
料
理
を
提
供
す
る
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
踏
み
込
み
、
先
に
つ
な
が
る
こ
と
を

で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鳥

取
出
身
の
文

化
人
を
輩
出

し
た
い
と
い

う
趣
旨
の
も

と
、
中
学
生
、

高
校
生
を
対

象
に
作
詞
家

や
映
画
監
督
、
小
説
家
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
な

ど
い
ろ
ん
な
職
種
に
対
し
て
、
ど
う
す
れ
ば

そ
の
職
業
に
就
け
る
の
か
を
教
え
る
と
い
う

か
、
動
機
づ
け
に
な
る
よ
う
な
「
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
in
鳥
取
」
と
い
う
講
座
を
行
い
ま
す
。

鳥
取
の
子
ど
も
た
ち
の
人
材
育
成
も
含
め

て
、
先
々
に
つ
な
が
る
も
の
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

市
長　

教
育
的
な
視
点
も
含
め
て
、
地
域
に

と
っ
て
の
非
常
に
大
き
な
課
題
を
提
起
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ
の
機
会
を
通
じ
て
、改
め
て
地
域
に
対
し
、

新
し
い
可
能
性
を
見
出
そ
う
と
い
う
提
起
を

い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
、
大
き
く

期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
で
開
か
れ
る
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

は
、
ち
ょ
う
ど
３
・
11
の
大
震
災
か
ら
１
年

と
い
う
時
期
で
あ
り
、
日
本
の
価
値
観
が
大

き
く
変
わ
っ
て
、
安
全
・
安
心
と
い
う
こ
と

が
全
国
各
地
で
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら
高
齢
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自

然
環
境
の
問
題
な
ど
、
日
本
全
体
が
大
き
な

転
換
点
を
迎
え
る
中
で
、
鳥
取
は
そ
れ
を
ど

う
克
服
す
る
の
か
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
さ
に
「
先
取
り
の
ま
ち
に
な
る
。」
と
い

う
、そ
の
決
意
を
持
っ
て
、我
々
も
準
備
を
し
、

大
会
に
臨
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

和田秀樹 氏 Hideki WADA
1960 年大阪市生まれ。東京大学
医学部卒。東京大学医学部付属
病院精神神経科助手、アメリカ、
カール・メニンガー精神医学校
国際フェローを経て、国際医療

福祉大学大学院教授、和田秀樹こころと体のクリニック院長。2007 年映画初監督
作品『受験のシンデレラ』でモナコ国際映画祭最優秀作品賞受賞。著書『テレビ
の大罪』『人生の軌道修正』『医療のからくり』『４０代からの節制は寿命を縮める』

『「がまん」するから老化する』『大人のための勉強法』『自己愛の構造』など多数。

2月4日（土）午前10時より、下記各所ならびに「チケットぴあ」で販売します（各 500円）。
▶とりぎん文化会館（9：00 ～ 22：00）▶鳥取市民会館（9：00 ～ 22：00）
▶鳥取市ふるさと物産館（9：00 ～19：00）▶倉吉未来中心（9：00 ～ 22：00）
▶米子コンベンションセンター（9：00 ～ 22：00）
※（　）内は2月5日以降の販売時間です。
※ローソンチケットでも3月23日、25日の梨花ホールのチケットのみ販売します。

チケットをお買い求めください！

地
域
に
新
し
い
可
能
性

先
々
に
つ
な
が

る
も
の
に

内容については、
本紙付録のプログラムをご覧ください。
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役
割
分
担
と
連
携
体
制
を

整
備

　
「
鳥
取
市
地
域
防
災
計
画
」
は
、

市
、
関
係
機
関
お
よ
び
関
係
事
業

者
な
ど
で
構
成
す
る
鳥
取
市
防
災

会
議
が
策
定
す
る
計
画
で
あ
り
、

昭
和
18
年
９
月
10
日
に
発
生
し
た

「
鳥
取
大
地
震
」
の
被
災
経
験
を

教
訓
に
し
て
、
昭
和
38
年
に
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

以
来
、
自
然
災
害
の
発
生
状
況

や
、
市
の
組
織
体
制
の
見
直
し
な

ど
に
応
じ
て
適
宜
修
正
し
て
き
ま

し
た
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

発
生
を
契
機
に
平
成
８
年
３
月
に

全
面
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
国
、
鳥
取
県
な
ど

の
計
画
の
見
直
し
、
社
会
情
勢
や

都
市
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た

　

本
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
を
教
訓
と
し
て
、「
鳥
取
市

地
域
防
災
計
画
」
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、

市
や
消
防
な
ど
の
関
係
機
関
と
市
民
が
力
を
合
わ
せ
、
平
常
時

の
災
害
に
対
す
る
備
え
や
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
適
切
な
対

応
を
定
め
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
大
規
模
災
害
時
の
被
害
の
防

止
や
、
軽
減
、
復
旧
な
ど
、
市
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
災

害
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
度
の
見
直
し
に
あ
た
り
、

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
で
、
津
波
が
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
踏
ま
え

た
、
津
波
に
よ
る
被
害
を
防
止
す

る
た
め
の
「
津
波
災
害
対
策
計
画
」

や
、
島
根
原
発
や
人
形
峠
環
境
技

術
セ
ン
タ
ー
で
異
常
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
の
本
市
へ
の
影
響
に
対

応
す
る
た
め
の
「
原
子
力
災
害
対

策
計
画
」
を
新
設
す
る
こ
と
と
し

ま
す
。

　

ま
た
、
第
９
次
鳥
取
市
総
合
計

画
の
基
本
構
想
に
示
さ
れ
た
ま
ち

づ
く
り
の
目
標
の
一
つ
で
あ
る「
笑

顔
が
あ
ふ
れ
心
や
す
ら
ぐ
ま
ち
づ

く
り
」
を
基
本
理
念
に
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
と
し
ま

す
。

　

こ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の

方
策
と
し
て
、
防
災
拠
点
と
し
て

の
機
能
を
備
え
た
庁
舎
の
整
備

を
始
め
と
し
た
「
防
災
都
市
づ
く

り
の
推
進
（
ハ
ー
ド
面
か
ら
の
対

応
）」、「
災
害
時
に
即
応
で
き
る
防

災
体
制
の
整
備
（
ソ
フ
ト
面
か
ら

の
対
応
）」、「
市
民
の
協
力
に
よ
る

防
災
体
制
の
推
進
」
の
３
点
を
基

本
に
し
な
が
ら
見
直
し
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

め
、
そ
の
都
度
見
直
し
を
行
い
、

平
成
18
年
度
に
は
、
平
成
16
年

の
市
町
村
合
併
に
よ
り
設
置
さ
れ

た
総
合
支
所
と
本
庁
の
役
割
分
担

や
、
連
携
体
制
の
整
備
な
ど
を
中

心
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
な
ど
を
教

訓
に

　

本
計
画
に
お
け
る
地
震
被
害
想

定
は
、「
鳥
取
県
地
域
防
災
計
画

（
平
成
22
年
度
修
正
）・
震
災
対
策

編
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
鹿
野
・

吉
岡
断
層
の
活
動
に
よ
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・２
の
地
震
の
被
害
を

想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
津
波

被
害
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
鳥

取
県
津
波
対
策
検
討
委
員
会
で
検

討
さ
れ
て
い
る
結
果
を
反
映
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

災害に強いまちをめざして

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
危
機
管
理
課　
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1 月 8 日に行われた消防出初式の分列行進
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　災害復旧・復興などの体制充実
　東日本大震災などの教訓
を踏まえた計画の見直しを
図ります。
　自治体相互の災害時応援
協定などによる支援体制を
強化します。
　災害発生時に優先される市の業務について定めた
業務継続計画（ＢＣＰ）を策定します。
　災害ボランティアの受入体制を整備します。

　原子力防災情報の収集・伝達系統整備
　島根原子力発電所や人形
峠環境技術センターで異常
などが発生した場合の情報
収集と住民などへの情報伝
達系統を整備します。
　原子力施設の異常などで
懸念される、様々な風評被害を未然に防ぐための正
確な情報発信を行います。

　災害対策本部体制などの見直し
　市の機構改革や効果的な
災害対応のための災害対策
本部体制を見直します。
　防災情報に関する諸制度
の変更や、防災関連資料の
見直し、更新をします。

鳥取市地域防災計画（案）修正概要

　災害教訓などを踏まえた総合的な見直し
　東日本大震災の津波被害
と、鳥取県が行う津波浸水
予測などを踏まえ、津波災
害対策計画の内容を充実さ
せます。
　また、平成２２年末からの
豪雪被害を教訓とした雪害対策なども盛り込みます。

　防災基盤整備による体制の見直し
　災害対策本部となる庁舎
の耐震化や代替施設の確保、
防災関連設備の整備を行い
ます。
　災害時に各地から寄せら
れる大量の救援物資を集積
し、市内の避難所などに供給するための拠点整備や、
緊急輸送路の整備、災害の種別などに合った避難所
の見直し、情報伝達体制の整備を行います。

　行政と地域が連携した防災体制の強化
　災害発生直後の避難など
の中心的役割を担う、自主
防災組織の体制整備、地域
が取り組む災害時要援護者
支援体制の拡充を図ります。
　企業などの技術・資機材
を活かした、災害時応援協定に基づく応急対策を強
化します。

　本市では、東日
本大震災被災地の
支 援 活 動 と し て、
昨 年 ３ 月 13 日 か
ら 11 月 ３ 日 ま で
の 間、190 人 の 職
員を被災地へ派遣
しました。
　「人を大切にするまち」をめざす本市において、
この派遣職員の声を、今後の防災対策に活用して

いくとともに、
現在見直しを
行っている鳥
取市地域防災
計画に反映さ
せるよう検討
しています。

※写真は防災訓練の様子

被災地支援派遣職員の声を反映します！

派遣先での主な活動業務
・被災者と生活を共にしての避難所運営
・石巻市役所および郡山市役所で、仮設住宅の
　受付など窓口業務の行政支援
・保健師による健康相談・家庭訪問などの住民
　対応
・建築士による福島県庁での応急仮設住宅の建
　設支援など

提出方法　様式は問いません。住所、氏名、電話
　　　　　番号を明記のうえ、郵送、ファクシミリ、
　　　　　電子メール、持参のいずれかで問い合
　　　　　わせ先まで。
提出期限　2 月 8 日（水）
資料公開　本・駅南庁舎、各総合支所、市ホームペー
　　　　　ジなど。

※詳しくは、市報 1 月号 16 ページをご覧ください。

郡山市の避難所で健康相談

石巻市の避難所で炊き出し

ご意見を募集します！
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市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
が
、
地
域
や
市
政
の
課
題
、
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
直
接
意
見
交
換
す
る
「
地
域
づ
く
り
懇
談
会
」
を
市
内
62
地

区
で
隔
年
で
開
催
し
て
い
ま
す
（
福
部
地
区
、佐
治
地
区
は
毎
年
開
催
）。

　

本
年
度
は
、
７
月
か
ら
11
月
末
に
か
け
て
市
内
32
地
区
で
開
催
し
、

延
べ
１
０
５
８
人
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の

た
め
に

　

地
域
づ
く
り
懇
談
会
で
は
、
市

政
の
重
要
課
題
と
し
て
、
新
庁
舎

建
設
に
つ
い
て
経
過
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、
新
市
域
で
は
、
中
山

間
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
催
地
区
か
ら
は
、
現
在
進
め

ら
れ
て
い
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
順

調
に
進
ん
で
い
る
も
の
や
、
課
題

な
ど
が
あ
り
順
調
で
は
な
い
も
の

な
ど
も
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
参

加
者
お
互
い
が
、
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
な
ど
の
事
業
に
つ
い

て
共
通
認
識
を
持
ち
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
区
か
ら
い
た
だ
い
た
協

議
事
項
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
方
を

説
明
し
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
は
、
そ

の
場
で
説
明
し
、
ご
理
解
い
た
だ

け
た
も
の
、
持
ち
帰
り
、
後
日
回

答
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
、
引
き

続
き
、
地
域
な
ど
と
協
議
や
検
討

を
し
て
い
る
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
一
つ
ひ

と
つ
が
、
地
域
の
課
題
解
決
に
つ

な
が
る
貴
重
な
ご
意
見
で
あ
り
、

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

必
要
な
ご
意
見
で
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
今
後
の
市
政
に
反
映
さ

せ
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
懇
談
会
は
、
来
年

度
も
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、

多
く
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

※
地
域
づ
く
り
懇
談
会
の
議
事
録
を
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先 

本
庁
舎
協
働
推
進
課 

 

０
８
５
７-

20-

３
１
７
１

 
 

０
８
５
７-

21-

１
５
９
４ 

 kyodosuishin@
city.tottori.lg.jp

・若者定住を促進するために新卒者の就職支援を重
　点的に進めてほしい。

・子育てしやすい環境づくりを積極的に進めてほしい。

・婚活事業に力を入れてほしい。

・通学路の見直しや安全対策をしっかり進めてほしい。

・新庁舎の建設は、財政的にみて大丈夫なのか。

みなさんのご意見を聴き、
地域の課題を解決します。

・企業撤退にともなう失業者への支援を積極的にし
　てほしい。

・大災害への不安から、災害時における情報提供を
　しっかりしてほしい。

・現在指定されている避難所は災害に対応できるのか。

・１００円循環バス「くる梨」を利用しやすくする
　ために、バス停を新設してほしい。

地域づくり懇談会で出された主なご意見

特
　
集

昨年開催された地域づくり懇談会の様子
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みなさんのご意見が地域の課題を解決した事例を紹介します！

　
　地域の宝である「赤波川
おう穴群」を、天然記念物
として位置づけられないか
という意見がありました。
　「赤波川おう穴群」は、
地域のみなさんによる清
掃活動などで、周辺環境
も保護されており、鳥取
市文化財審議会へ文化財
指定に向けた報告を行う
ことになりました。

　集落内を通る道路
が、急傾斜でカーブ
が多く、スリップ事
故なども発生してい
たことから、歩行者
の安全を確保してほ
しいという要望が出
されていました。
　スリップ防止の
薄層カラー舗装をするなどの対策を、平成 24 年
度までの２カ年計画で実施しています。

　市道改良に併せ
て、横断歩道を移
設してほしいとい
う意見がありまし
た。
　さまざまな課題
が あ り ま し た が、
地 区 の み な さ ん、
警 察 署、 県、 市 が
ともに知恵を出し合い、歩行者が安全に利用でき
る横断歩道の移設ができました。

　地区公民館の２
階に倉庫があり、行
事の際、狭あいな階
段を使用しなけれ
ば荷物の出し入れ
ができず危険なた
め、改善してほしい
という要望が出さ
れていました。
　荷物の保管場所について地区のみなさんと協議
し、新たに屋外倉庫を設置しました。

　ふるさと納税による寄附
金の使いみちについて、生
まれ育った鹿野を応援でき
る項目を作ってほしいとい
う意見がありました。
　寄附金の使いみちについ
て、合併地域単位で地域を
選択できる欄を寄附申込書に
新たに設けることで、生まれ
育った地域で寄附金が有効活
用されるようになりました。

●

●

● ●
●

●

鳥取地域

気高地域

青谷地域

鹿野地域

河原地域

佐治地域

用瀬地域

国府地域

福部地域

横断歩道の移設　美穂地区

　殿ダム建設事業に伴い新
設された付替県道に、中河
原方面の公共施設などを示
す案内板が不足していたた
め、旧県道の分岐点周辺に
案内看板を設置してほしい
という要望がありました。
　県と協議して、中河原方面
を示す補助看板と成器地区公
民館などの公共施設を示す案
内板を設置しました。

ふるさと納税の推進
鹿野地区

地域の宝を文化財に　大村地区

交通事故防止の対策　吉岡地区　 屋外倉庫の設置　醇風地区　

案内板の設置
成器地区
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人
件
費
削
減
の
取
り
組
み

　

本
市
職
員
の
「
給
与
」
に
は
、

基
本
給
で
あ
る「
給
料
」と
、扶
養
・

期
末
・
勤
勉
手
当
な
ど
の
「
諸
手

当
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
地

方
公
務
員
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

国
の
人
事
院
勧
告
な
ど
を
参
考
に

市
議
会
の
審
議
を
経
て
条
例
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
23
年
度
の
給

与
勧
告
に
準
じ
、
給
与
月
額
の
引
き

下
げ（
職
員
全
体
の
平
均
改
定
率
０・

23
㌫
減
。
た
だ
し
、
若
年
層
お
よ
び

医
師
は
据
え
置
き
）
を
昨
年
12
月
１

日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
件
費
削
減
の
取
り
組

み
と
し
て
、
鳥
取
市
定
員
適
正
化

計
画
（
平
成
23
年
３
月
改
定
）
に

基
づ
き
、
組
織
・
業
務
執
行
体
制

の
見
直
し
と
新
規
採
用
の
抑
制
に

努
め
て
い
ま
す
。
新
た
な
市
民
ニ

ー
ズ
に
即
応
し
た
施
策
を
総
合
的

か
つ
機
動
的
に
展
開
で
き
る
、
簡

素
で
効
率
的
な
組
織
機
構
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
23
年
４
月

１
日
現
在
１
３
９
１
人
で
あ
っ
た

職
員
数
を
、
平
成
28
年
度
ま
で
に

１
２
５
８
人
に
削
減
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

区　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 335,854 円 43 歳 6 カ月

１. 給与費とその内訳（平成 23 年度普通会計当初予算額）

２. 平均給料月額・平均年齢（平23年4月1日現在）

区　分 月 額 期末手当

市 長

給　　料

   1,026,000 円

 6 月期 1.40 月分
12 月期 1.55 月分
    計 　2.95 月分

副市長    850,000 円

教育長    722,000 円

議 長

報　　酬

   584,000 円

副議長    513,000 円

議 員    475,000 円

５. 給与費の推移　　 （各年度普通会計当初予算額）

３. 主な手当　　　　　　　　　（平成 23 年度）

４. 特別職の給料など　　　　　 （平成 23 年度）

区分 内　　容

扶
養
手
当

�配偶者　　　　　　　　　月額 13,000 円
�配偶者以外の扶養親族　　月額　6,500 円
�満 16 歳の年度始めから満 22 歳の年度末ま
　での子 1 人の加算額　　　月額　5,000 円

期
末
手
当

勤
勉
手
当

支給の時期 期末手当
勤勉手当 計

６ 月期 1.225 月分
0.675 月分 1.90 月分

12 月期 1.375 月分
0.675 月分 2.05 月分

退
職
手
当

区分 自 己 都 合 定年・勧奨

 勤続 20 年 23.5 月分 30.55 月分
 勤続 25 年 33.5 月分 41.34 月分
 勤続 30 年 41.5 月分 50.7  月分

※定年前早期退職者への加算措置あり

平成 19
年度

平成 20
年度

平成 21
年度

平成 22
年度

平成 23
年度

目  標 1,525 人 1,500 人 1,470 人 1,440 人 1,394 人

実  績 1,482 人 1,451 人 1,422 人 1,405 人 1,391 人

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度

83 億
4 千万円

82 億
6 千万円

79 億
9 千万円

76 億
8 千万円

74 億
7 千万円

７. 定員の適正化　　　　　（各年度4月1日現在）

市職員の給与などの状況を
お知らせします。

職員数 給与費 前年度比

1,272
人

給料 49 億 7,832 万円
職員手当 7 億　886 万円
期末勤勉手当 17 億 8,062 万円

　　　　　　計　74 億 6,780 万円

△2.7％

問い合わせ先　本庁舎職員課 (0857) 20-3108

６.ラスパイレス指数の推移
　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給料月額を
100 とした場合の地方公務員の比率です。

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度

99.6 99.2 98.2 97.5 98.3
※平成 23 年度の数値は、確定値ではなく試算によるものです。

　鳥取市定員適正化計画に基づき、目標を上回る職員
削減を行っています。
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差別のない社会へ

じ ん
け ん

Vol.382
@
シリーズ

「デートＤＶ」という言葉を聞いたことがありますか？

問い合わせ先　本庁舎人権推進課 0857-20-3143

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は

　

恋
人
同
士
な
ど
親
密
な
関
係
の

中
で
生
ま
れ
る
暴
力
に
よ
る
支
配

の
関
係
を
言
い
ま
す
。
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
は
、
ど
の
カ
ッ
プ
ル
に
も
起
こ

り
得
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
殴
る
・
け
る
な
ど

の
身
体
的
暴
力
、
人
格
を
否
定
す

る
・
無
視
す
る
な
ど
の
言
葉
や
態

度
に
よ
る
精
神
的
暴
力
、
性
行
為

の
強
要
や
避
妊
に
協
力
し
な
い
な

ど
の
性
的
暴
力
や
、
携
帯
を
チ
ェ

ッ
ク
し
た
り
、
行
動
を
監
視
し
て

孤
立
化
さ
せ
た
り
す
る
行
為
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
暴
力

を
受
け
続
け
る
と
「
自
分
で
考
え
、

決
め
る
」
と
い
う
力
が
奪
わ
れ
て

い
き
ま
す
。

　

内
閣
府
が
平
成
20
年
度
に
実
施

し
た
「
男
女
間
に
お
け
る
暴
力
に

関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
10
代

か
ら
20
代
に
お
い
て
交
際
相
手
か

ら
の
被
害
経
験
は
、
女
性
約
7
人

に
一
人
、男
性
約
23
人
に
一
人
で
す
。

被
害
を
受
け
た
と
回
答
し
た
人
の

う
ち
17
・
９
㌫
の
人
が
命
の
危
険

を
感
じ
た
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
よ
り
、

け
が
を
し
た
り
、
精
神
的
に
不
調

を
き
た
し
た
り
し
た
こ
と
が
あ
る

人
は
42
・
６
㌫
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
背
景
に
は
、
相
手
の

考
え
方
や
存
在
価
値
を
否
定
し
、

力
に
よ
り
自
分
の
思
い
ど
お
り
に

支
配
し
て
も
い
い
と
い
う
意
識
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

男
女
の
固
定
的
性
別
役
割
を
押
し

つ
け
る
よ
う
な
社
会
的
要
因
も
影

響
し
て
い
ま
す
。

〜身近なところで実際に起きている暴力を知ってください〜

　
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
お
よ
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
り
、
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
へ
の
理
解
は
広
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
回
は
配
偶
者
間
以
外
で
お
こ
る
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
、
相
談

支
援
機
関
で
あ
る
「
鳥
取
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
を
防
ぐ
に
は

　

暴
力
を
ふ
る
う
人
は
、
自
分
の

思
い
ど
お
り
に
す
る
た
め
に
、
相
手

を
悪
い
と
責
め
な
が
ら
、
暴
力
を
使

っ
て
相
手
に
恐
怖
を
与
え
ま
す
。
優

し
い
と
き
も
あ
る
た
め
、
混
乱
さ
せ

ら
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

社
会
が
つ
く
っ
て
き
た
「
男
は
強

く
た
く
ま
し
く
」「
女
は
優
し
く

従
順
に
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
、

力
で
相
手
を
支
配
す
る
こ
と
を
正

当
化
す
る
一
つ
の
要
素
に
な
っ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

交
際
中
に
「
何
か
束
縛
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
」
と
か
、

「
ど
こ
か
お
か
し
い
」と
思
っ
た
ら
、

二
人
の
交
際
が
お
互
い
を
大
切
に

し
合
え
る
関
係
か
ど
う
か
見
つ
め

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。「
こ
わ
い
」

と
感
じ
た
り
、
命
の
危
険
を
感
じ

た
り
し
た
と
き
は
、
警
察
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。「
愛
の
力
」だ
け
で
は
、

暴
力
を
ふ
る
う
相
手
を
変
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
こ
と
を
知
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

身
近
な
人
が
苦
し
ん
で
い
る
こ
と

を
知
っ
た
時
に
は
、「
心
配
し
て
い

る
ん
だ
け
ど
」
と
声
を
か
け
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。
心
配
し
て
く
れ
る
友

人
が
い
る
だ
け
で
も
、
被
害
者
に
と

っ
て
は
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
。

　

黙
っ
て
そ
ば
に
寄
り
添
っ
て
話

を
聞
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
、

二
人
の
関
係
を
考
え
直
す
力
と
勇

気
を
た
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
し
て
、相
談
支
援
機
関
（
左

記
）
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

　

Ｄ
Ｖ
や
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
な
い
社

会
に
す
る
た
め
に
、｢

男
ら
し
さ
、

女
ら
し
さ｣

で
は
な
く
、
お
互
い

の
「
ら
し
さ
」
を
尊
重
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
自
分
は
大
切
な
存
在
だ
と

誰
も
が
思
え
、
そ
し
て
、
暴
力
に
対

し
て
「
Ｎ
Ｏ
！
」
と
い
え
る
社
会
を

と
も
に
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

まずはご相談ください。
■配偶者暴力相談支援センター
　鳥取県福祉相談センター（鳥取県婦人相談所）
　 0857-27-8630（24 時間対応）

■市の相談窓口
　児童家庭課（駅南庁舎 1 階）
　 0857-20-3463（開庁日の 9:00 〜 17:15）
※デート DV 被害者は、「ストーカー行為などの規制等に
　関する法律」によって守られます。

9 Tottori City News Letter  2012.2



　

一
方
、
広
報
担
当
の
明
穂
さ
ん

は
入
団
６
年
目
。
ま
だ
ま
だ
新
米

で
す
が
、
Ｉ
Ｔ
機
器
を
駆
使
し
た

広
報
に
力
を
発
揮
し
、
奉
仕
団

に
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で
い
ま

す
。「
少
し
で
も
心
に
余
裕
が
あ

れ
ば
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
」
と

い
う
の
が
２
人
に
共
通
し
た
思
い

で
す
。

楽
し
ん
で
活
動
を

　

縫
製
活
動
や
防
災
訓
練
へ
の
参

加
な
ど
も
鳥
取
市
赤
十
字
奉
仕
団

の
活
動
で
す
。
ま
た
、
団
員
自
身

も
研
修
に
参
加
し
、
献
血
や
介
護

の
知
識
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。「
み

笑
顔
が
素
敵
な
奉
仕
団

　

昨
年
の
鳥
取
市
防
災
訓
練
や
市

民
活
動
フ
ェ
ス
タ
な
ど
、
多
く
の

市
民
が
集
ま
る
行
事
で
、
ハ
イ
ゼ

ッ
ク
ス
包
装
食
と
い
う
非
常
食
の

炊
き
出
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
見

か
け
る
た
び
に
、
元
気
な
声
で
訪

れ
る
人
た
ち
と
接
し
て
お
り
、
笑

顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
の
人
た
ち
は
、
鳥
取
市
赤
十

字
奉
仕
団
。
昭
和
47
年
に
発
足
し

て
以
来
、
募
金
活
動
や
社
会
福
祉

施
設
へ
の
慰
問
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
男
性
も
含
む
49
人
で

す
。

　

現
在
、
委
員
長
を
務
め
る
長
石

さ
ん
は
、
知
人
に
誘
わ
れ
て
平
成

元
年
に
入
団
。「
た
く
さ
ん
の
団

員
と
一
緒
に
、
自
分
に
も
何
か
が

で
き
る
と
い
う
期
待
感
が
あ
っ
た

た
」
と
、
入
団
当
時
の
気
持
ち
を

振
り
返
り
ま
す
。「
活
動
の
目
的

も
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う

長
石
さ
ん
。
好
奇
心
が
人
一
倍
強

く
、
人
間
が
大
好
き
と
い
う
長
石

さ
ん
は
、
周
り
に
聴
い
て
勉
強
し

な
が
ら
活
動
に
取
り
組
み
、「
こ

の
活
動
を
、
自
分
の
生
き
方
に
取

り
入
れ
な
い
と
い
け
な
い
」
と
、

す
ぐ
に
実
感
し
ま
し
た
。

ん
な
楽
し
み
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
る
」
と
、
２
人
は
口

を
揃
え
て
言
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
鳥
取
市
内
の
中
学

生
が
職
場
体
験
活
動
で
奉
仕
団

に
来
て
く
れ
る
こ
と
が
と
て
も
嬉

し
い
と
の
こ
と
。
体
験
で
は
、
献

血
協
力
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
、
小
物
入
れ
や
コ
ー
ス
タ
ー
な

ど
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
初
め
は

興
味
が
な
さ
そ
う
な
男
の
子
も
、

慣
れ
な
い
ミ
シ
ン
を
使
っ
て
一
生

懸
命
製
作
。
明
穂
さ
ん
は
、「
教

え
が
い
や
一
緒
に
学
ぶ
楽
し
さ
を

実
感
し
て
い
る
」
と
語
り
、
大
人

に
な
っ
て
も
奉
仕
団
の
活
動
を
思

人と人とのふれあいの
中で広がる笑顔の輪

シリーズ

119

ハイゼックス包装食の炊き出し訓練

鳥取市赤十字奉仕団

明 穂　和 子 さん
Kazuko Akeho

広報担当

長 石　啓 子 さん
Keiko Nagaishi

委員長
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い
出
し
た
り
、
赤
十
字
に
関
心
を

持
っ
た
り
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。喜

び
と
責
任

　

昨
年
３
月
29
日
、

東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
へ
の
義
援

金
募
集
活
動
を
実

施
。
赤
十
字
マ
ー

ク
の
入
っ
た
義
援
金

箱
を
見
た
市
民
が
、

「
ど
こ
に
募
金
を
し

よ
う
か
悩
ん
で
い

た
け
ど
、
赤
十
字

な
ら
安
心
し
て
お

金
を
託
せ
る
」
と
、
涙
を
流
し
な

が
ら
寄
付
を
さ
れ
た
場
面
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

長
石
さ
ん
は
、「
赤
十
字
マ
ー
ク

が
持
つ
信
頼
と
、
そ
の
責
任
の
重

さ
を
強
く
実
感
し
た
」
と
語
り
な

が
ら
も
、「
人
が
喜
ん
で
く
だ
さ
る

姿
に
ふ
れ
る
こ
と
は
、
お
金
に
は

変
え
ら
れ
な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
あ
り
が
た

い
と
感
じ
る
瞬
間
」
と
、
あ
ふ
れ

て
く
る
感
情
を
抑
え
き
れ
な
い
様

子
で
語
り
ま
す
。
ま
た
、「
団
員
全

員
が
責
任
と
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て

活
動
し
て
い
る
」
と
き
っ
ぱ
り
。

　

人
が
喜
ぶ
こ
と
に
喜
び
を
純
粋

に
感
じ
ら
れ
る
人
た
ち
だ
か
ら
こ

そ
、
人
と
出
会
っ
た
と
き
に
自
然

と
素
敵
な
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
の
で

し
ょ
う
。

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

　

長
石
さ
ん
は
、「
楽
し
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
た
だ
し
、
責
任
を
持

っ
て
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
な
が

ら
団
員
を
け
ん
引
し
て
い
ま
す
。

「
頼
り
が
い
が
あ
り
、
み
ん
な
を

和
ま
せ
て
く
れ
る
リ
ー
ダ
ー
」
と
、

明
穂
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
長
石

さ
ん
の
周
り
に
は
明
る
い
空
気
が

い
つ
も
漂
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い

っ
た
雰
囲
気
が
気
に
入
っ
て
入
団

し
た
人
も
い
ま
す
。

　

鳥
取
市
赤
十
字
奉
仕
団
の
今
後

の
目
標
は
、
赤
十
字
の
活
動
を
よ

り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
他
の
市
民
団
体
と
協
働
し
た

活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
。
活
動

と
笑
顔
の
輪
が
１
人
、
ま
た
１
人

と
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
あ
な
た
も
始
め
ま
せ

ん
か
？
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
、
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
・
お

問
い
合
わ
せ
は
、
０
８
５
７-

22-

４
５
６
８
（
長
石
）
ま
で
。

《2 月の番組ガイド》

手話番組『手話でコミュニケーション』【放送】毎週日・月

　ニュースや話題、行事、お知らせを手話や字幕で
紹介します。

情報をお寄せください！
　いなばぴょんぴょんネット  0857 ー 22 ー 6111
※放送予定は予告なく変更することがあります。
　番組の放送時間は、ホームページでも紹介しています。
　http://www.inabapyonpyon.net

いなば

ぴょんぴょんネット

農業番組『いなばアグリタイム』【放送】毎週水・木

　各地で始まった集落座談会の模様や、栽培情報で
は水稲種子の温湯消毒についてお知らせします。

地域情報番組『とっとりウオーキング』【放送】毎週日・月

　節分やバレンタインデーの話題、そして今春小学
校に入学する子どもたちの体験入学の様子などを紹
介します。

鳥取市行政番組

いなばぴょんぴょんネット
自主制作番組

　佐治町で「買物代行サービス」実施中！
　佐治町の株式会社さじ弐拾壱では、買物を行うことが困
難な住民の代わりにスタッフが買物を行う「買物代行サービ
ス」を実施しています。いなばぴょんぴょんネットでは、こ
のサービスの取扱商品を紹介する番組を放送しています。放
送時間は毎週月曜から木曜の6:00、9:00、17:00、20:00、
23:00です。佐治町にお住まいの方は、ぜひご覧ください。

デジタル 11ch   デジアナ 2ch

　静止画文字情報
　『鳥取市からのお知らせ』【放送】毎週水・木・金・土

イベント・募集・相談などの
各種お知らせを、文字画面と
音声でご案内します。

　鳥取市の施策や事業の取り組み状況、各種行事、お
知らせを紹介します。

【話題・特集】
▷確定申告の準備はお早めに
▷鳥取市スポーツ表彰式
▷第 5 回地産地消フェア

　『こんにちは鳥取市です』【放送】毎週金・土

 昨年の「鳥取市スポーツ表彰式」

生活情報番組『ぴょんぴょんワイド』【放送】毎週火

　子育てや健康をテーマに、暮らしに役立つ情報や
話題をお届けします。

東日本大震災義援金募集活動

※番組の放送時間や内容はホームページまたはデジタル放送の電子番組表
　（EPG）をご覧ください。
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民
俗
行
事「
七
草
が
ゆ
と
鳥
追
い
」

　

１
月
６
日
（
金
）、
河
原
歴
史
民
俗
資
料
館

で
民
俗
行
事
「
七
草
が
ゆ
と
鳥
追
い
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
55
年
か
ら
続

く
伝
統
行
事
で
、
歳
男
が
囲
炉
裏
の
そ
ば
で

恵
方
に
向
か
い
、
七
草
を
揃
え
た
ま
な
板
を

ス
リ
コ
ギ
な
ど
で
交
互
に
打
ち
、「
唐
土
の
鳥

が
日
本
の
土
地
に
渡
ら
ぬ
さ
き
に
七
草
ナ
ズ

ナ
を
揃
え
て
ホ
ー
ホ
ー
」
と
３
回
唱
え
ま
す
。

行
事
に
参
加
し
た
河
原
第
一
小
学
校
の
児
童

と
地
域
の
人
た
ち
は
、
五
穀
豊
穣
と
災
害
の

な
い
１
年
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
全
員
で
一

緒
に
唱
え
ま
し
た
。
そ
の
後
は
み
ん
な
で
七

草
が
ゆ
を
食
べ
、
改
め
て
１
年
の
無
病
息
災

を
願
い
ま
し
た
。

河
原
町
渡
一
木

す
く
・
書
く
・
触
れ
る

因
州
和
紙
フ
ェ
ア

　

１
月
７
日
（
土
）、
鳥
取
県
民
体
育

館
で
因
州
和
紙
フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
紙
す
き
や
シ
ル
ク
ス
ク

リ
ー
ン
版
画
な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、

鳥
取
県
の
特
産
品
で
あ
る
因
州
和
紙
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

も
ら
お
う
と
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
原
料
に
楮
こ
う
ぞ
が

使
わ
れ
て
い
る
因
州
和
紙
は
、
強
度
に
す
ぐ
れ
、
書
道
や
障

子
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
会
場
は
、
同
時
開
催
の
書
初
め
大
会

に
参
加
す
る
た
め
に
訪
れ
た
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

会
場
の
一
角
に
設
け
ら
れ
た
、
折
り
紙
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
多
く
の
人
た
ち
が
挑
戦
。
因

州
和
紙
を
型
染
め
し
た
「
友
禅
紙
」
を
用
い
て
、
日
本
折
紙

協
会
の
講
師
の
指
導
の
も
と
、
今
年
の
干
支
で
あ
る
龍
を
立

体
的
に
折
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
胴
体
の
複
雑
な
折
り
や
、

角
や
足
の
細
か
い
折
り
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
て
い
ね
い
に

少
し
ず
つ
折
り

進
め
、
桜
や
笹

の
形
に
切
っ
た

和
紙
を
あ
し

ら
い
作
品
を
完

成
。
体
験
し
た

子
ど
も
は
、「
体

を
折
る
の
が
難

し
か
っ
た
。
持

っ
て
帰
っ
て
自

分
の
部
屋
に
飾

る
」
と
、
色
鮮

や
か
に
仕
上
が

が
っ
た
作
品
に

と
て
も
満
足
そ

う
な
表
情
で
し

た
。

　

12
月
26
日
（
月
）、
用
瀬
町
屋
住
の
古
民

家
で
、
紙
芝
居
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ
、
親
子

約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
山
陰
を
拠
点
に

活
動
し
て
い
る
「
よ
し
と
と
ひ
う
た
」
の
軽

快
な
音
楽
と
魅
力
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登

場
す
る
新
感
覚
の
紙
芝
居
で
、
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、
ク
イ
ズ
に
答
え
た
り
、
リ
ズ

ム
を
と
り
な
が
ら
一
緒
に
歌
っ
た
り
し
て
楽

し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
絵
と
音
楽
だ
け
で
日

本
の
四
季
を
表
現
し
た
作
品
で
は
、
い
つ
の

ま
に
か
紙
芝
居
の
風
景
の
中
に
ス
ー
ッ
と
入

り
込
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
不
思
議
な
感
覚
に
、

大
人
も
自
然
と
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
参
加

者
全
員
が
大
満
足
の
ひ
と
と
き
で
し
た
。

歌
っ
て
踊
れ
る
紙
芝
居
ラ
イ
ブ

布
勢

用
瀬
町
屋
住
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12
月
18
（
日
）、
鳥
取
市
の
歴
史
文
化
財
で

あ
る
五
臓
圓
ビ
ル
に
、
鳥
取
の
ス
イ
ー
ツ
が

大
集
合
。
こ
れ
は
、
因
幡
の
甘
味
を
広
め
る

活
動
を
し
て
い
る
団
体
「
あ
ま
ぷ
ろ
」
が
実

施
し
た
、「
ま
ち
な
か
ス
イ
ー
ツ
カ
フ
ェ
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
や
焼
き

ド
ー
ナ
ツ
な
ど
、
５
品
の
ス
イ
ー
ツ
が
１
皿

で
味
わ
え
る
甘
党
に
は
た
ま
ら
な
い
企
画
で

す
。
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
地
元
の
素
材
の
味

を
生
か
し
た
ス
イ
ー
ツ
に
舌
鼓
。
見
た
目
も

味
も
さ
ま
ざ
ま
な
お
皿
を
囲
ん
で
、
会
話
も

弾
み
、「
生
ク
リ
ー
ム
や
焼
き
菓
子
の
バ
ラ
ン

ス
が
よ
く
、
全
部
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
、
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

１
日
限
定
の
ス
イ
ー
ツ
カ
フ
ェ

二
階
町
二
丁
目

　

１
月
６
日
（
金
）、
佐
治
地
区
公
民
館
主
催

の
「
新
春　

書
初
め
大
会
」
が
佐
治
町
中
央

公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
小
学
生
を
中
心

に
25
人
が
参
加
し
、
講
師
の
森も
り
た田
き
く
の
さ

ん
の
指
導
の
も
と
、
当
日
の
課
題
に
挑
戦
し

た
り
、「
ひ
か
り
」・「
伝
統
を
守
る
」
な
ど
の

冬
休
み
の
課
題
を
こ
な
し
た
り
と
、
そ
れ
ぞ

れ
が
一
生
懸
命
に
筆
を
走
ら
せ
ま
し
た
。

　

中
に
は
、
出
来
栄
え
に
満
足
で
き
な
い
児

童
が
、「
も
う
１
回
書
か
せ
て
」
と
納
得
の
い

く
書
が
で
き
る
ま
で
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
、
今
年
１

年
が
よ
い
年
に
な
る
の
で
は
と
、
期
待
が
持

て
る
力
強
く
躍
動
感
に
溢
れ
た
も
の
で
し
た
。

新
春
　
書
初
め
大
会佐

治
町
加
瀬
木

　

12
月
24
日
（
土
）、
日
置
地
区
公
民
館
で
、

新
そ
ば
の
そ
ば
打
ち
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
置
地
区
で
は
、
一
昨
年
か
ら
「
和
紙
の
里

ふ
れ
あ
い
そ
ば
づ
く
り
」
事
業
に
地
域
ぐ
る

み
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
も
、
種
ま

き
や
収
穫
な
ど
に
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で

多
く
の
人
が
関
わ
り
ま
し
た
。
台
風
の
影
響

で
一
昨
年
の
１
割
程
度
の
収
穫
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
10
倍
の
競
争
に
勝
ち
残
っ

た
貴
重
な
日
置
産
そ
ば
粉
を
、
練
り
、
め
ん

棒
で
伸
ば
し
、
折
り
た
た
ん
で
細
く
切
り
出

来
上
が
り
。
ゆ
で
あ
が
っ
た
そ
ば
は
と
て
も

お
い
し
く
、
お
か
わ
り
続
出
。
み
ん
な
で
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
収
穫
祭
を
楽
し
み
ま
し
た
。

収
穫
祭

新
そ
ば
で
そ
ば
打
ち
教
室

青
谷
町
山
根

　

12
月
11
日
（
土
）、「
郷
土
の
歴
史
・
文
化

に
ふ
れ
て
み
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
気
高

町
歴
史
講
座
」
が
気
高
町
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
第
１
回
目
と
な
っ

た
こ
の
日
は
、
講
師
の
気
高
町
文
化
協
会
会

長
・
中
な
か
ば
や
し林
保た
も
つさ
ん
が
、「
伝
説
・
伝
承
の
原

像
」
に
つ
い
て
「
日
光
根
元
記
」、「
因
幡
志
」

な
ど
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
講
演
。
受
講
し
た

26
人
は
、
古
く
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る

身
近
な
伝
説
に
つ
い
て
詳
し
く
学
び
ま
し
た
。

気
高
町
中
央
公
民
館
主
催
の
こ
の
講
座
は
、

２
月
26
日
（
日
）
と
３
月
19
日
（
月
）
に
も

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
近
な
伝
説
を
学
ぶ

気
高
町
浜
村
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中央保健センター
　BCG・ポリオなど
　　  0857-20-3191
　乳幼児健康診査など
　　  0857-20-3196
保健医療福祉連携課
　がん検診など
　　  0857-20-0320
国府町総合支所市民福祉課
　　  0857-39-0557
福部町総合支所市民福祉課
　　  0857-75-2813
河原町総合支所市民福祉課
　　  0858-76-3113
用瀬町総合支所市民福祉課
　　  0858-87-3781
佐治地区保健センター
　　  0858-89-1024
気高町総合支所市民福祉課
　　  0857-82-3159
鹿野町総合支所市民福祉課
　　  0857-84-2013
青谷町総合支所市民福祉課
　　  0857-85-0012
中央地域包括支援センター
　　  0857-20-3456
こやま地域包括支援センター
　　  0857-32-2727
南地域包括支援センター
　　  0858-76-2351
西地域包括支援センター
　　  0857-82-6571

3 月の鳥取地域の健診・予防接種など
ＢＣＧ接種

対象児 下記および生後６カ月未満で未接種の乳児
受　付 13:00 〜 14:00　ところ さざんか会館

と　き 対　象　児
2 日（金）平成 23 年 11 月 16 日〜 30 日生

16 日（金）平成 23 年 12 月 1 日〜 15 日生
※生後 6 カ月までに接種できない場合は、中

央保健センターにご相談ください。

受付 12:50 〜 14:00　ところ さざんか会館
区　分 対　象　児 と　き

6カ月児 平成23年8月生 6日（火）〜 8日（木）

1歳6カ月児 平成22年8月生 13日（火）〜 15日（木）

3歳児 平成21年2月生 19日（月）、21日（水）、
22日（木）

2歳児歯科
および

フッ素塗布

平成22年2月生 1日（木）
 12:30〜14:30受付

　携行品：母子手帳、問診票、
　　歯ブラシ、タオル、コップ

離乳食
講習会

※事前にお
　申し込み
　ください。

5〜 8カ月児 5日（月）13:30〜
12日（月）

9〜12カ月児 26日（月）13:30〜

乳幼児健康診査

※ 2 月分は 1 月号に

　掲載しています。

健康健康
3 月

ポリオ生ワクチン投与
対象児 下記および生後 90 カ月未満で未接種

の乳幼児
受　付 13:00 〜 14:00　ところ さざんか会館

と　き 対　象　児
9 日（金） 平成 23 年 6 月生（1 回目）

23 日（金） 平成 23 年 4 月生（2 回目）
29 日（木） 平成 23 年 7 月生（1 回目）

　生活習慣病の予防と健康管理のために、食生活
を振り返りながら、食品に含まれる栄養素の働き
や摂取方法などについて学習します。
と き　第 1 回：2 月 22 日（水）10:00 〜 12:00

第 2 回：2 月 29 日（水）10:00 〜 12:00
第 3 回：3 月 7 日（水）10:00 〜 14:00

と こ ろ　さざんか会館（富安二丁目）
▷第 1 回、第 2 回：1 階第 1 会議室
▷第 3 回：1 階第 1 会議室および 3 階
　栄養指導実習室

対 象　市内在住で 3 回参加が可能な人
定 員　20 人程度　　受 講 料　無料
申し込み　2 月 1 日（水）から受付開始
問い合わせ先　中央保健センター 食育推進係
	  0857-20-3192

初歩からの栄養セミナー

　運動は、生活習慣病予防、体力の維持・向上や
転倒予防を始めとする体の健康、また、心の健康
のためにも大切です。運動と健康の関係を知り、
自分にできる運動をみつけてみませんか。
と　き　2月14日（火）13:30〜15:30

（受付・栄養士の栄養相談13:00〜）
ところ　さざんか会館5階　大会議室
演　題　生涯にわたる健康づくりと運動の関係

〜ライフステージに応じた適切な運動習
慣について〜

講　師　加
か

藤
と う

敏
と し

明
あ き

さん（鳥取大学医学部社会医学講
座病態運動学分野 准教授）

※参加無料、事前申し込み不要
※講演会の最後にジェネリック医薬品の説明を行います。

問い合わせ先　　中央保健センター 健康づくり係
	  0857-20-3194

健康づくり講演会

■駐車場について
　さざんか会館の駐車場が満車の場合
は、駅南庁舎駐車場（3時間まで無料 ）
をご利用ください。どちらの駐車場も駐
車券が発行されますので、受付で提示し
てください。

　なお、2月1日（火）〜3月15日（火）
の確定申告期間中は大変混み合いますの
で、なるべく公共交通機関のご利用をお
願いします。

　平成23年度の特定健診・高齢者健診・
各種がん検診などの成人対象の健診は、2
月末で受診期間が終了します。今年度未
受診で、受診希望の人は、早めに受診し
てください。

今年度の特定健診・がん検診は、2月29日で終了します。
まだの人は、お急ぎください！

　なお、受診の際は、必ず受診機関に予約
し、受診券を持参のうえ、お受けください。
問い合わせ先 
鳥取市保健医療福祉連携課 総合健診係

 0857-20-0320
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夜間・休日急患診療所
※内科、小児科の 2 診体制で診療を行います。ただ

し小児科は水曜日は休診、日曜日は月1〜 2 回診療。

と　き　月 〜  土曜日　19:00 〜 22:00
　　　　日曜・祝休日　  9:00 〜 17:00
　　　　日曜・祝休日　19:00 〜 22:00
ところ　急患診療所 （富安一丁目東部医師会館隣）
問い合わせ先　東部医師会　  0857-22-2782

夜間小児救急当番病院
日・月・火・木・金・土・祝休日 19:00〜22:00　　水 18:30〜翌日8:30

日曜日 急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
月曜日 急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
火曜日 急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
水曜日 生　協　病　院 0857-24-7251
木曜日 急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
金曜日 急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
土曜日 急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782

8:30 〜翌日 8:30
2 月

5 日（日）市 立 病 院 0857-37-1522
11 日（祝）中 央 病 院 0857-26-2271
12 日（日）生 協 病 院 0857-24-7251
19 日（日）赤 十 字 病 院 0857-24-8111
26 日（日）中 央 病 院 0857-26-2271

3 月 (7 日まで）
4 日（日）市 立 病 院 0857-37-1522

休日救急当番病院

※やむを得ず当番を変更する場
合がありますので、当日の新
聞などでご確認ください。

休日急患歯科診療所
と　き　日曜・祝休日　10:00〜16:00　
ところ　東部歯科医師会（富安二丁目 歯科技工専門学校内）  0857-23-3197

休日小児救急当番病院
赤十字病院・生協病院　8:30〜17:00
急患診療所　9:00〜17:00

2 月
5 日（日）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
11 日（祝）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
12 日（日）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782
19 日（日）赤 十 字 病 院 0857-24-8111
26 日（日）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782

3 月（7 日まで）
4 日（日）急患診療所（東部医師会館隣） 0857-22-2782

休日当番薬局
いなば調剤薬局的場店　8:30〜17:30	 ひまわり薬局　8:30〜17:00
フジモト薬局　9:00〜20:00	 その他の薬局　9:00〜17:00

2 月

5 日（日）
常 田 薬 局 西町二丁目 102-1 0857-22-4792
鳥取県薬剤師会休日夜間薬局 富安一丁目 58-1 0857-50-1583

11 日（祝）
よ つ ば 薬 局 里仁 53-7 0857-30-3300
鳥取県薬剤師会休日夜間薬局 富安一丁目 58-1 0857-50-1583

12 日（日）
ひ ま わ り 薬 局 末広温泉町 574 0857-21-9691
た ん ぽ ぽ 薬 局 西町一丁目 211 0857-37-1920
鳥取県薬剤師会休日夜間薬局 富安一丁目 58-1 0857-50-1583

19 日（日）
常 田 薬 局 西町二丁目 102-1 0857-22-4792
鳥取県薬剤師会休日夜間薬局 富安一丁目 58-1 0857-50-1583

26 日（日）
た ん ぽ ぽ 薬 局 西町一丁目 211 0857-37-1920
鳥取県薬剤師会休日夜間薬局 富安一丁目 58-1 0857-50-1583

3 月（7 日まで）

4 日（日）
常 田 薬 局 西町二丁目 102-1 0857-22-4792
鳥取県薬剤師会休日夜間薬局 富安一丁目 58-1 0857-50-1583

病院病院
2 月

※当月分と、翌月の７日までの
情報を掲載しています。緊急   救 急     119

事件・事故　110

麻しん風しん 2〜 4期予防接種を受けましょう

【平成23年度対象者】
（対象者には接種券を含む個人通知をしています。）

2期 平成17年4月2日〜平成18年4月1日生
3期 平成10年4月2日〜平成11年4月1日生
4期 平成5年4月2日〜平成6年4月1日生

接種期間　3月31日まで（4月1日以降は全額自己
負担となります。）

※この予防接種は医療機関での個別接種です。
※通知を紛失した場合などは、下記問い合わせ先まで

問い合わせ先　中央保健センター  0857-20-3191

鳥取市子宮頸がん予防ワクチン接種事業

　子宮頸がん予防ワクチンは発がん性ヒトパピロー
マウイルスに感染する前の10代前半に接種していた
だくとより効果的です。接種をご希望の際は実施医
療機関で予約をされてから接種をお受けください。
※子宮頸がん予防ワクチンは任意接種です。

対 象　中学1年生（13歳相当）～高校1年生（16
歳相当）の女子
※高校1年生（16歳相当 ）の女子につい

ては平成24年3月31日接種分まで対
象となります。
　また今年度に限り、平成23年9月30
日までに1回以上の接種をした高校2年
生（17歳相当）の女子についても、平成
24年3月31日接種分まで対象となります。

接種回数　3回　　費 用　無料
問い合わせ先　中央保健センター 予防係
	  0857-20-3191

携帯電話カメラのバーコードリーダーで読み込むと
市役所携帯サイトにリンクされます。
トップメニュー→ジャンルから検索→ 2. 夜間・休日
救急診療のあと、ご希望の連絡先を選択してください。

「夜間・休日救急診療」情報は、携帯電話からでもご覧いただけます。
http://www.city.tottori.lg.jp/mobile/ 
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informationPickup informationPickup

妊婦さんを応援します！
問い合わせ先　市立病院  0857-37-1522

助産師外来をはじめました！
　「助産師外来」は、妊婦さんが満足できるマタニティ
ライフを送り、自分らしいお産をめざしていくため
に、助産師が中心となり、妊
婦健診や保健指導を行う外来
です。市立病院では昨年10
月からこの「助産師外来」を
開始しています。毎週金曜日
午後2時から妊娠26週頃と
30週頃の妊婦さんを対象に完全予約制で行っており
ます。助産師が超音波診断装置を使用し、赤ちゃんの
様子をみながら気軽に質問をお受けすることができま
す。また、妊娠・分娩・育児についてもゆっくりお話
しすることができます。ご主人やお子様などご家族の
来院も大歓迎です。
　開始して4カ月が経過しようとしていますが、助産
師外来を利用された妊婦さんたちからは、「助産師さ
んとゆっくりお話ができるので、心配なことやお産に
ついてわからないことも話せてよかった」「待ち時間が
少なくてよかった」「もう少し助産師外来を受ける機会
が多くてもいい」などの感想をいただいています。
　助産師たちも、女性の妊娠、出産、産じょ くの各
期を通じて、サポート、ケアおよび助言を行い、助産
師の責任において出産を円滑に進め、新生児及び乳児
のケアを提供するために、女性とパートナーシップを
持って活動するという、助産師本来の目的に添った活

動ができ、仕事に対するモチベーションが高まる良い
機会となっています。
　これからも、いいお産を目指して、妊婦さんたちと
共に歩んでいきます。

里帰り出産の妊婦さんをサポートします
　市立病院では里帰り妊婦さんにも対応しています。
できる限り満足のいく出産をしていただけるよう、妊
婦さんとご家族に配慮してしっ かりとサポートしま
す。ご要望、ご不安な点は市立病院助産師スタッフに
お気軽にお申し出ください。
　なお、受診される際には母子健康手帳、保険証、現
在通院中の医療機関の紹介状をご持参ください。

県内初の周産期専門医が誕生！
　この度、市立病院産婦人科の早田
桂医長が、県内初の周産期（母体・
胎児）専門医となりました。
　これを機に、母体合併症の管理や
母体救急、胎児異常の診断や管理な
ど、より高度で専門的な医療の提供
をめざしていきます。

早
はや

田
た

 桂
けい

 医長

　妊娠後期から新生児早期までの期間に、母体、胎児、新
生児を総合的に管理して母と子の健康を守る医療のこと。

周産期医療とは

　NPO法人KiRALiと連携した、市民参加型ホームページ
「とっとりキュレーションサイト」がオープンしました。こ
れは、主に鳥取市にある行政、企業、団体から発信され
ている情報を一つにまとめたホームページで、次のような
特徴があります。

①イベント情報を早く見つけることができる
②イベント情報を掲載することができる
③チラシ・配布物・動画を掲載することができる
④キュレーターとなってコラムを執筆できる
⑤リンク登録、RSS情報が提供できる

　当サイトでは、コラムを書いてくださる人を募集してい
ます。あなたもキュレーターになって、私たちと一緒に
鳥取の情報を発信しませんか？
　詳しくは、NPO法人KiRALi（下記参照）までお問い合
わせください。

市民参加型ホームページで鳥取の情報を発信しませんか？
問い合わせ先　　本庁舎広報室  0857-20-3159

URL  http://kirali.org
mail  support@kirali.org

　ホームページの名前は「ありこまち」。これは、方言
で「まるごと全部」という意味です。

まずは、アクセスしてみてください。

http://arikomachi.com/

画面イメージ
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介護保険にかかる税金の控除について
問い合わせ先　駅南庁舎高齢社会課 0857-20-3454、各総合支所市民福祉課（  14ページ）

■介護保険料
　社会保険料控除として所得から控除されます。40歳
以上の人が、平成23年中に支払った介護保険料が控
除の対象になります。

■介護保険施設の利用料
　介護保険施設を利用された場合、次のものが医療費
控除の対象となります。ただし、日常生活費は除かれ
ます。

①介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）、地域密

着型介護老人福祉施設（定員29人以下の特別養護老

人ホーム）に入所の場合

介護サービス費および食費と居住費の自己負担額の
1/2

②介護老人保健施設・指定介護療養型医療施設に入所

の場合

介護サービス費および食費と居住費の自己負担額

■在宅で介護サービスを利用した場合の利用料
　介護サービス計画（自己作成も含む）に基づき、次
の①から⑤のサービスのいずれかを利用している場
合、その利用料が医療費控除の対象となります（介護
予防サービスも同様の扱いになります）。

①訪問看護

②訪問リハビリテーション

③居宅療養管理指導

④通所リハビリテーション（食費も対象となります。）

⑤短期入所療養介護（食費と居住費も対象となります。）

　さらに①から⑤のサービスのいずれかを利用してい
る人で、次の⑥から⑪のサービスのいずれかを利用さ

れた場合、その介護サービス費も医療費控除の対象と
なります。

⑥訪問介護（生活援助中心型は除きます。）

⑦訪問入浴介護

⑧通所介護（食費は対象となりません。）

⑨短期入所生活介護（食費と居住費は対象となりません。）

⑩認知症対応型通所介護（食費は対象となりません。）

⑪小規模多機能型居宅介護（食費は対象となりません。）

　医療費控除を受けられるときは、平成23年中に支
払った領収書などの添付が必要となります。サービス
事業者またはケアマネジャーにお問い合わせください。

■おむつ代に係る医療費控除
　要介護者にかかるおむつ代は、医療費控除の対象と
なる場合があります。申告には、医師の証明書および
領収書が必要となります。ただし、2年目以降の申告
の場合、医師の証明書に替えて、要介護認定に係る主
治医意見書の内容が要件に該当した場合のみ、市町村
が発行する確認書で申告することができます。申請が
必要ですのでお問い合わせください。

■要介護認定者の障がい者控除
　障がい者手帳などの交付を受けていない人で、平成
23年12月31日時点で、要介護1 ～ 5の認定を受けて
いる65歳以上の人は、障がい者控除の対象となる場
合があります。申請が必要となりますので、お問い合
わせください。

※税金（ 所得税および市県民税 ）の申告については、
市報1月号6〜7ページで紹介していますのでご覧く
ださい。

　祝日がごみ収集日にあたる地区は、ごみ収集のスケジュールが変更になります。

問い合わせ先　本庁舎生活環境課  0857-20-3217
祝日のごみ収集（鳥取地域）

月日 可燃ごみ 古紙類 ペットボトル プラスチック 食品トレー・資源
ごみ・小型破砕ごみ

2月11日（土・祝） 該当地区は収集します お休みします

※ごみは必ず朝８時までに出してください。
※新市域については総合支所だよりをご覧になるか、各総合

支所市民福祉課（  14ページ）までお問い合わせください。

乾電池・蛍光管の収集 ー 2月ー
　他のごみと区別し、それぞれ別の透明または半透明な
袋などに入れ、2月1日（水）〜7日（火）の小型破砕ご
みの収集日（鳥取地区）にごみステーションに出してく
ださい。蛍光管は購入時のケースに入れるなど、壊れな
いようにしてください。

日頃より、町内会などを通して、市民のみなさんにはごみス
テーションを適正に管理していただいておりますが、度重な
る大雪や強風などの悪天候により、ごみステーションの回収
容器や防鳥ネットなどが飛散する可能性があります。つきま
しては、回収容器やネットなどが散乱しないよう適正な管理
をしていただきますようお願い申し上げます。

　　　毎月10日は｢ノーレジ袋デー」
　　　お買い物は「マイバッグ」で！

ごみステーションの回収容器や防鳥ネット
などの取扱いに注意してください。
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後部座席でもシートベルトの着用を
問い合わせ先　本庁舎協働推進課  0857-20-3171

　鳥取自動車道の利用者の多くは、鳥取市民ですが、
利用者の後部座席シートベルト着用率は、約30㌫と
非常に低くなっています（平成23年10月JAF・警察
合同調査）。
　交通事故に遭遇した場合、後部座席でシートベルト
を着用していないと、車外へ放り出されたり、前席の
同乗者に激突して大けがを負わせたりするおそれがあ
ります。
　運転席や助手席はもちろん、後部座席でも必ずシー
トベルトを着用しましょう。

　入居を希望する人は、建築住宅課・各総合支所産業
建設課・駅南庁舎総合窓口にある申込書に、必要事項
を記入のうえ、添付書類を添えてお申し込みください。
※添付書類には、取得に日数がかかるものもあります

ので、早めの手続きをお願いします。
※申請書に添付する書類は申込者の家族構成、収入状

況、住宅事情などによって異なりますので申込書配
付時に説明を受けてください。

※駅南庁舎総合窓口は申込書の配布のみで手続きの説
明や申込書の受付はできません。

配布開始日　2月1日（水）
受付期間　2月16日（木）〜23日（木）

種別 団地名 戸数 規格 月額家賃（円）

一　般

旭　町 2 2DK 17,100 〜 25,600
大　森 1 3DK 18,700 ～ 27,800
湖　山 1 2DK 23,700 ～ 35,300
田　島 1 3DK 17,200 ～ 25,600
徳　吉 2 3DK 11,600 ～ 17,300

円通寺 C 1 3DK 26,900 ～ 40,100
国府新麻生 1 2LDK 23,700 〜 35,300
気高勝見 2 3DK 28,600 〜 42,600
気高西浜 1 3DK 15,000 〜 22,400

青谷あさひ 1 2DK 22,300 〜 33,300
青谷城山 2 3DK 13,900 〜 26,600

身障者 旭　町 1 2LDK 25,600 〜 38,200

改　良
湖　山 1 2DK 26,700 〜 39,700
下味野 1 3DK 28,200 〜 42,000

勤労者 青谷城山
1 1K 22,000
2 2DK 28,000

若者向 グリーンハイツあおや
2 1DK 35,000
1 店舗 39,900

特　賃

旭　町 6 3DK 53,000 〜 65,000

大　森
1 2DK 59,800 〜 71,800
2 3DK 66,500 〜 78,500

湖　山 2 3DK 68,000 〜 80,000
鹿野湯花 1 3DK 48,000 〜 60,000

青谷西町第二 1 3DK 43,000 〜 55,000
受託県住 国安南 1 3DK 24,700 〜 36,700

市営住宅入居者募集
問い合わせ先　　本庁舎建築住宅課 0857-20-3291

平成 23 年度
鳥取市次世代育成優秀企業の紹介

問い合わせ先　駅南庁舎児童家庭課  0857-20-3466

　本市では、企業における子どもを産み育てやすい環境
づくりの促進を目的として、次世代育成に積極的に取り
組む企業を次世代育成優秀企業として認定しています。
平成 23 年度において認定された企業を紹介します。

企業名 業　種 従業員数 所在地
吉野設備工業㈱ 建設業 17人 岩吉96-28
㈱原田建設 建設業 48人 数津62-2
㈱大晃工業 建設業 30人 徳尾178-4
㈱さくら建設 建設業 11人 河原町長瀬289-1
鳥取県生活協同組合 小売業 298人 岩吉175-4
田中工業㈱ 建設業 30人 秋里1247
㈱栗山組 建設業 29人 古海714
㈱鳥取銀行 金融業 889人 永楽温泉町171
㈱大北工業 建設業 8人 片原五丁目501
㈲アルファメディック 電気工事業 5人 西品治275

※各企業の主な取り組み内容は、本市ホームページで
紹介しています。

「南部地域新総合公共交通計画（案）」について

　平成24年10月から南部地域において「新しい総合公共
交通システム」を導入するにあたり、鉄道・バス・タクシー
などの各交通手段の連携がとれた「南部地域新総合公共交
通計画（案）」を地域と協働で検討してまいりました。こ
の案に対し、市民のみなさんからのご意見を募集します。
資料配置場所　本庁舎・駅南庁舎1階総合案内、各総合

支所産業建設課、市ホームページ
提 出 方 法　様式は問いません。住所、氏名、電話番

号を明記のうえ、郵送、ファクシミリ、
電子メール、持参のいずれかで

提 出 期 間　2月8日（水）〜28日（火）

市民政策コメントを募集します

問い合わせ先　本庁舎都市整備部交通政策室
	  0857-20-3257  0857-20-3048
	  kotsuseisaku@city.tottori.lg.jp

鳥取市職員（臨時職員）の募集
問い合わせ先　本庁舎職員課  0857-20-3107

試 験 日　2月25日（土）または26日（日）
試験会場　市役所本庁舎　会議室
募集職種　臨時的任用職員

※市役所または市の各種機関において一般
事務補助などに従事

任用期間　4月1日から6カ月以内
※任用期間満了後、事業計画および勤務状

況などにより6カ月以内の期間で1回のみ
任期更新を行う場合があります。

※一部の採用者を除き、勤務初日は4月2日
（月）からとなります。

募集期間　2月7日（火）〜20日（月）
受験案内　本庁舎・駅南庁舎１階総合案内、本庁舎2

階職員課、各総合支所地域振興課で2月6日
（月）より配布します。また、本市ホームペー
ジからのダウンロードも可能です。
詳細については受験案内でご確認ください。
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　本市では、市内の河川の水質調査を毎年行っていま
す。主な河川の調査結果について、平成 13 年度から
22 年度までの 10 年間の状況をお知らせします。

　千代川では、経年的に見ると、ほぼ環境基準を満た
し、清浄な水質を維持しています。
　その他の川もおおむね清浄な状態を保っています。
　清らかな水を保つためには、「今すぐできること」
を一人ひとりが実践することが、大切です。次のよう
なことを実践してください。

・灯油、植物油などの油類を水路に流さない。
・家庭の浄化槽を適切に管理する。
・調理くずや食べ残しが水路に流れてしまわないよう、

ろ過袋を使う。

※ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量） 

　汚れた水をきれいにするために微生物が必要とす

る酸素の量。河川の汚れの目安とされ、数値が大き

いほど水が汚れています。

河川の水質の状況をお知らせします
問い合わせ先　本庁舎生活環境課 0857-20-3216

河川名 BOD 数値
佐治川（佐治町小原） 0.8mg/L
八東川（河原町片山） 0.8mg/L
砂見川（長谷橋） 0.9mg/L
有富川（津浪橋） 1.2mg/L
大路川（西大路橋） 1.6mg/L
新袋川（面影橋） 1.0mg/L
袋川（若桜橋） 0.8mg/L
河内川（気高町宝木） 1.4mg/L
勝部川（青谷町青谷） 1.2mg/L
塩見川（福部町細川） 1.6mg/L

千代川（行徳） 千代川（源太橋）

※有
あ り ど め

富川合流地点より上流は、BOD1.0mg/L以下、下流はBOD2.0mg/L以下
の環境基準が設定されています。

千代川以外の主な BOD千代川の BOD

informationPickup informationPickup

■出展団体（19 団体予定）
京都府	 伏見稲荷寿司ひろめ隊
兵庫県	 あかし玉子焼きひろめ隊／うまいでぇ！加

古川かつめしの会／高砂にくてん喰わん会
／姫路おでん普及委員会／佐用ホルモンう
どんくわせ隊

鳥取県	 鳥取とうふちくわ総研
島根県	 出雲ぜんざい学会

岡山県	 ひるぜん焼きそば好いとん会／津山ホルモ
ンうどん研究会／日生カキオコまちづくりの会

広島県	 呉細うどんカレーじゃ研／備後府中焼きを
広める会

愛媛県	 今治焼豚玉子飯世界普及委員会
高知県	 須崎名物「鍋焼きラーメン」プロジェクトｘ

※Ｂ－１全国大会グランプリ団体も参加を検討中です。

問い合わせ先　実行員会事務所  0857-39-8177、第二庁舎経済戦略課  0857-20-3249

 「2012近畿・中国・四国Ｂ－1グランプリ in TOTTORI」の出展団体決まる！

　「Ｂ－１グランプリ」とは、料理を通じた地域の活性
化を目的とした「まちおこしイベント」。全国各地の料
理を食することができ、味だけでなく、お客様に対す
る対応やPRパフォーマンス
を競うものです。
　このイベントの近畿・中
国・四国支部大会が今年6
月に本市で開催されます。
　今回は出展団体を紹介し
ます。

と　き　6月9日（土）、10日（日）
ところ　久松公園周辺

地元鳥取県を代表して出展される
鳥取とうふちくわ総研のみなさん
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高
齢
社
会
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
高
齢
者
バ
ス
運
賃
優
待
制
度
】

容
高
齢
者
な
ど
の
路
線
バ
ス
回
数
券
、

高
齢
者
向
け
定
期
券
の
割
引
販
売
に
よ

る
高
齢
者
の
外
出
増
加
へ
の
効
果
な
ど

を
検
証　

●
割
引
率　

▽
回
数
券
購
入

の
場
合
：
額
面
金
額
の
合
計
が
３
０
０

０
円
以
上
の
回
数
券
を
3
割
引　

▽
高

齢
者
向
け
定
期
券
購
入
の
場
合
：
定
価

の
2
割
引　

対
●
回
数
券
購
入
の
場

合　

▽
個
人
利
用
：
市
内
在
住
で
65
歳

以
上
の
人
ま
た
は
運
転
免
許
を
自
主
返

納
し
た
人　

▽
団
体
利
用
：
鳥
取
市
老

人
ク
ラ
ブ
が
行
事
な
ど
で
バ
ス
を
利
用

す
る
と
き　

▽
対
象
路
線
：
本
市
内
の

路
線
バ
ス　

※
く
る
梨
、
ル
ー
プ
麒
麟

獅
子
、湯
め
ぐ
り
、空
港
連
絡
バ
ス
（
鳥

取
空
港
〜
倉
吉
）、
各
方
面
行
高
速
バ

ス
を
除
き
ま
す
。
　
●
高
齢
者
向
け
定

期
券
購
入
の
場
合
：
市
内
在
住
の
人
で

バ
ス
事
業
者
の
販
売
す
る
高
齢
者
向
け

定
期
券
（
架
け
橋
・
シ
ル
バ
ー
悠
遊
・

グ
ラ
ン
ド
70
）
を
購
入
す
る
と
き　

時
▽
販
売
期
間
：
3
月
31
日
ま
で　

▽
有
効
期
間
：
回
数
券
は
6
月
30
日
ま

で
、
高
齢
者
向
け
定
期
券
は
定
期
券
に

記
載
さ
れ
た
期
日
ま
で　

※
有
効
期
間

を
過
ぎ
た
場
合
の
払
い
戻
し
は
で
き
ま

せ
ん
。 

所
▽
販
売
場
所
：
鳥
取
駅
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
回
数
券
・
定
期
券
）

▽
販
売
取
次
所
：
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
（
回
数
券
の
み
）　

※
取
次
所
の

場
合
、
回
数
券
の
引
き
渡
し
は
翌
日
以

降
に
な
り
ま
す
。
取
次
所
で
は
回
数
券

の
み
の
取
扱
い
に
な
り
ま
す
。　

持

申
請
書
（
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
窓
口
に
設

置
）、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
の
確
認
で

き
る
公
的
機
関
発
行
の
証
明
（
住
基
カ

ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
証
な
ど
）、
定
期
券
購
入
の
場
合
は

顔
写
真
（
縦
２
・
７
㌢
×
横
２
・
１
㌢
）

【
家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給
】

対
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
お
り
、

次
の
条
件
を
満
た
す
家
族　

①
被
介
護

者
（
要
介
護
4
ま
た
は
5
）
が
、
過
去
1

年
間
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な

い
（
年
7
日
間
の
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
は

除
く
）　

②
被
介
護
者
、
介
護
者
の
属
す

る
世
帯
が
市
民
税
非
課
税
で
あ
る　

額

要
介
護
高
齢
者
1
人
当
た
り
10
万
円

問
駅
南
庁
舎
高
齢
社
会
課

 

０
８
５
７-

20-

３
４
５
３

問
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課（

 

14
ペ
ー
ジ
）

家
族
介
護
者
の
集
い
　
　
　
　

「
ス
マ
イ
ル
・
ス
マ
イ
ル
」

時
2
月
15
日
（
水
）
10:

00
〜
12:

00

所
駅
南
庁
舎
地
下
第
2
会
議
室　

容

介
護
者
が
交
流
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
た

め
の
体
操
や
ゲ
ー
ム　

講
師
：
澤さ
わ

晶あ
き

子こ

さ
ん
（
健
康
運
動
指
導
士
）　

対
家
族

介
護
者
ま
た
は
介
護
に
関
心
の
あ
る
人

料
２
０
０
円　

募
2
月
13
日
（
月
）

ま
で

問
ス
マ
イ
ル
・
ス
マ
イ
ル
事
務
局

 

０
８
５
７-

20-

３
４
５
６

史
跡
鳥
取
城
擬
宝
珠
橋
跡
発
掘

調
査
現
地
説
明
会

時
2
月
11
日
（
土
）
13:

00
〜
14:

00

※
雨
天
中
止
　
所
史
跡
鳥
取
城
跡 

中

ノ
御
門
跡
前
（
久
松
公
園
の
鳥
取
西
高

校
側
入
り
口
）　

容
「
擬
宝
珠
橋
（
ぎ

ぼ
し
ば
し
）」
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て

の
現
地
説
明
会

※
付
近
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
市
営
片
原
駐
車
場
（
有
料
）
を
ご

利
用
い
た
だ
く
か
、
公
共
交
通
機
関
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
発
掘
調
査
現
場
な
の
で
、
動
き
や
す

い
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会
文
化
財
課

 

０
８
５
７-
20-

３
３
５
９

歩
こ
う
会
2
月
例
会

時
2
月
12
日
（
日
）
13:

30
〜
14:

30

所
福
祉
文
化
会
館　

容
健
康
シ
リ
ー

ズ
講
演
会

問
歩
こ
う
会
事
務
局 

 

０
８
５
７-

23-

７
９
３
０

法
務
局
サ
ン
デ
ー
相
談
所

時
2
月
12
日
（
日
）
10:

00
〜
16:

00

所
鳥
取
地
方
法
務
局
（
東
町
二
丁
目

３
０
２
）　

容
公
証
人
、
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員
お

よ
び
法
務
局
職
員
に
よ
る
無
料
相
談
会

問
鳥
取
地
方
法
務
局
総
務
課
内 

お
客

様
相
談
室

 

０
８
５
７-

22-

２
１
２
７

鳥
取
大
学
地
域
学
部
地
域
政
策
学
科

「
地
域
調
査
実
習
」現
地
報
告
会

時
2
月
12
日
（
日
）
13:

30
〜
16:

30

所
河
原
町
中
央
公
民
館 

大
講
堂　

容

地
域
政
策
学
科
の
2
年
生
が
、
必
修
授

業
「
地
域
調
査
実
習
」
を
通
じ
て
、
1

年
か
け
て
鳥
取
市
南
部
地
域
（
河
原
、

用
瀬
、
佐
治
）
で
調
査
し
た
成
果
の
報

告
会　

料
無
料　

※
予
約
不
要

問
鳥
取
大
学
地
域
学
部
地
域
政
策
学

科
（
仲
野
）

 

０
８
５
７-

31-

５
１
４
６

お知らせ

福　祉

情報ひろば Inform
ation
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凡例
対＝対象　容＝内容　時＝日時　募＝募集期間・方法
所＝場所　員＝定員　数＝数量　額＝支給・助成額など
料＝料金　受＝受付　条＝条件　持＝持参するもの
問＝問い合わせ先

名
簿
の
縦
覧

※
こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
の
投
票
が
で
き
ま
せ

ん
。
登
録
漏
れ
や
誤
り
が
あ
れ
ば
、
こ
の

期
間
中
に
異
議
の
申
出
が
で
き
ま
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

 

０
８
５
７-

20-

３
３
８
６

傾
聴
力
養
成
講
座
（
入
門
講
座
）

時
2
月
18
日
（
土
）
9:

45
〜
15:

00
、

19
日
（
日
）
10:

00
〜
15:

45
の
2
日
間

第
5
回
鳥
取
市
地
産
地
消
フ
ェ
ア

時
2
月
12
日（
日
） 

所
国
府
町
中
央
公

民
館
（
国
府
町
庁
３
８
０
）　

容
講
演

会　

講
師
：
烏え

帽ぼ

子し

田だ

彰あ
き
らさ
ん
（
広
島

大
学
大
学
院 

医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
）

問
第
二
庁
舎
経
済
戦
略
課

 

０
８
５
７-

20-

３
２
４
９

 

０
８
５
７-
20-

３
０
４
６

 keizai@
city.tottori.lg.jp

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

時
2
月
23
日
（
木
）
〜
3
月
8
日
（
木
）

所
鳥
取
市
福
祉
文
化
会
館
（
西
町
二

丁
目
）　

容
平
成
24
年
1
月
1
日
現
在

で
調
製
し
た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

所
鳥
取
市
人
権
交
流
プ
ラ
ザ　

容
よ

り
よ
い
人
間
関
係
を
つ
く
る
た
め
の

「
傾
聴
」
を
学
ぶ
講
座　

対
市
内
に
在

住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
お
り
、
2

日
間
の
受
講
が
可
能
な
人　

員
30
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
　
料
無

料　

募
2
月
6
日
（
月
）
ま
で

問
鳥
取
市
中
央
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

０
８
５
７-

24-

８
２
４
１

世
界
の
料
理
教
室
（
韓
国
料
理
）

時
2
月
25
日
（
土
）
10:

00
〜
13:

00

所
国
際
交
流
プ
ラ
ザ（
湖
山
町
西
一
丁

目
）　
容
講
師
：
河ハ

昌
チ
ャ
ン

延ヨ
ン

さ
ん　

員

10
人　

料
無
料　

※
材
料
費
は
自
己

負
担

問
鳥
取
市
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

 

０
８
５
７-

31-

３
２
５
３

学
校
給
食
用
食
材
指
定
業
者

容
平
成
24
・
25
年
度
の
学
校
給
食
用
食

材
を
納
入
す
る
指
定
業
者
の
参
加
資
格

申
請
を
受
け
付
け　

▽
主
な
食
材
：
青

果
物
、
食
肉
、
食
肉
加
工
品
、
一
般
食
品
、

冷
凍
食
品
、
練
製
品
、
豆
腐
・
油
揚
類
、

醤
油
、
味
噌
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
乳
製
品
な

ど　

▽
資
格
有
効
期
限
：
平
成
26
年
３

月
31
日　

募
２
月
１
日
（
水
）
〜
17
日

（
金
）
の
間
に
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

問
鳥
取
市
学
校
給
食
会
事
務
局
（
福

祉
文
化
会
館
内
）

 

０
８
５
７-

24-

２
６
２
１

国民年金保険料のお支払いは
口座振替が便利でお得です
　国民年金保険料の口座振替は、金融機関やコンビ
ニなどに出向かなくても自動的に口座から支払いが
できるので便利です。
　口座振替による「1年前納」「6カ月前納」の場合、
現金前納払いの割引に加えてさらに割引があります。
※いずれも申し込みは2月末日までです。

【参考：平成23年度】

▽「1年前納」の割引額
　現金前納払い割引3,200円＋口座振替割引580円

＝合計3,780円

▽「6カ月前納」の割引額
　現金前納払い割引730円＋口座振替割引290円

＝合計1,020円
　納期限より1カ月早く振替される「当月末振替（早
割）」では、月額50円割引になります。「毎月振替」
とあわせてご検討ください。
　インターネットで納付
　パソコンや携帯電話を利用して、インターネット
で納めることができます。
金融機関とのインターネットバンキングの契約が必
要です。ご利用の金融機関へお問い合わせください。
　クレジットカードで納付
　クレジットカードによる納付もできます。
　納付書（現金）による前納と同様に「1年前納・6
カ月前納」が利用できます。ただし、口座振替の「早
割」はありませんのでご注意ください。
希望される場合は、事前に鳥取年金事務所へお申し
込みください。
問い合わせ先　鳥取年金事務所 0857-27-8311
	 駅南庁舎保険年金課 0857-20-3484

国民健康保険料の特別徴収
（年金からの天引き）ついて

■4月から新たに特別徴収が開始になる人
　「国民健康保険料特別徴収（仮徴収）通知書兼開始
通知書」を2月下旬ごろにお送りします。
■すでに特別徴収になっている人
　通知書はお送りしません。2月天引きになった金
額と同じ額が、4・6・8月に天引きになります。
問い合わせ先　駅南庁舎保険年金課 賦課係
	  0857-20-3485

国保料納付  夜間・休日相談窓口
【夜間窓口】2月2日（木）17:15〜19:30
【休日窓口】2月19・26日（日）9:00〜16:00
ところ　駅南庁舎1階保険年金課
	 国民健康保険窓口（20番窓口）
内　容　国民健康保険料の収納・納付相談
問い合わせ先　駅南庁舎保険年金課 収納係
	 0857-20-3483

募　集
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や
っ
と
来
た
来
た
！
あ
な
た
の
出
番
！

観
光
ガ
イ
ド
で
楽
し
く
や
ろ
う
！

自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
】

容
▽
募
集
種
目
：
一
般
幹
部
候
補
生

（
飛
行
要
員
を
含
む
）、
海
上
技
術
幹
部

候
補
生　

▽
受
験
資
格
：
平
成
25
年
4

月
1
日
現
在
、
22
歳
以
上
26
歳
未
満

（
20
歳
以
上
22
歳
未
満
は
大
卒
者
（
短

期
大
学
を
除
く
）、
平
成
25
年
3
月
卒

業
見
込
み
の
人
を
含
む
）、
大
学
院
修

士
課
程
修
了
者
（
見
込
み
）
は
、
28
歳

未
満　

※
海
上
技
術
幹
部
候
補
生
は
、

理
学
ま
た
は
工
学
課
程
修
了
者
に
限
る

▽
試
験
日
（
一
次
試
験
）
：
5
月
12
日

（
土
）、
5
月
13
日
（
日
）　

※
受
験
料

無
料
、
13
日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み

▽
試
験
会
場
：
鳥
取
市
内　

▽
休
日
な

ど
：
週
休
2
日
制
、
祝
日
、
年
末
年
始

お
よ
び
夏
季
特
別
休
暇
、
年
次
休
暇
な

ど　

額
▽
俸
給
：
大
卒
21
万
４
９
０
０

円
、
大
学
院
卒
23
万
２
０
０
０
円
（
平

成
23
年
4
月
1
日
現
在
）　

▽
賞
与
：

年
2
回
（
6
月
、
12
月
）　

募
2
月
1

日
（
水
）
〜
4
月
27
日
（
金
）

【
予
備
自
衛
官
補
】

容
▽
採
用
区
分
：
一
般
公
募
お
よ
び
技

能
公
募　

※
技
能
公
募
は
、
衛
生
・
語

学
・
整
備
・
情
報
処
理
・
通
信
・
電
気
・

建
設
の
国
家
免
許
資
格
な
ど
を
有
す
る

人
　
▽
受
験
資
格
：
一
般
公
募
は
18
歳

以
上
34
歳
未
満
、
技
能
公
募
は
18
歳
以

上
で
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
て
53
〜
55

鳥
取
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・ 

　 

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
講
座

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

と　

き

2
／
4
（
土
）
10:

30
〜
11:

45

　
　

13
（
月
）
19:

00
〜
20:

15

　
　

23
（
木
）
14:

00
〜
15:

15

内　

容

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
本
的
知

識
、
募
集
情
報
紹
介
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
つ
い
て
な
ど

　

助
成
金
ア
ド
バ
イ
ス
講
座

と　

き

2
／
21
（
火
）
19:

00
〜
20:

15

　
　

29
（
水
）
14:
00
〜
15:

15

内　

容

助
成
金
情
報
の
紹
介
な
ど

所
市
民
活
動
拠
点
ア
ク
テ
ィ
ブ
と
っ
と

り
会
議
室
（
富
安
二
丁
目
１
０
４-

２

さ
ざ
ん
か
会
館
2
階
）　

料
無
料　

※

要
申
し
込
み

　

N
P
O
法
人
設
立
ア
ド
バ
イ
ス
講
座
in
国
府

と　

き

2
／
3
（
金
）
13:

30
〜
15:

00

内　

容

N
P
O
と
N
P
O
法
人
の
概

要
、
法
人
運
営
に
お
け
る
ア
ド

バ
イ
ス
、
設
立
ま
で
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
、
法
人
の
現
状
な
ど

所
国
府
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
か
ね

荘
（
国
府
町
麻
生
４-

２
）　

料
無
料

※
要
申
し
込
み

問
鳥
取
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー

 

０
８
５
７-

29-

２
２
２
８

 h
ttp

://w
w

w
.to

tto
ricity-

syakyo.or.jp/tvc/

歳
未
満　

※
自
衛
官
で
あ
っ
た
人
は
、

自
衛
官
で
あ
っ
た
期
間
が
1
年
未
満
の

人　

▽
試
験
日
：
4
月
14
日
（
土
）、

15
日
（
日
）
の
い
ず
れ
か
1
日　

▽
試

験
会
場
：
一
般
公
募
は
米
子
駐
屯
地
、

技
能
公
募
は
伊
丹
駐
屯
地
な
ど　

▽
合

格
発
表
：
5
月
18
日
（
金
）　

▽
教
育

訓
練
：
一
般
公
募
は
50
日
／
3
年
以

内
、
技
能
公
募
は
10
日
／
2
年
以
内　

額
教
育
訓
練
招
集
手
当
：
日
額
７
９
０

０
円　

募
4
月
4
日
（
水
）
ま
で

問
自
衛
隊
鳥
取
募
集
案
内
所

・

 

０
８
５
７-

26-

４
０
１
９

　

① 

3
月
4
日
（
日
）
10:

00
〜
15:

00

と
こ
ろ

さ
ざ
ん
か
会
館

内　

容

ガ
イ
ド
友
の
会
説
明
、
ル
ー
プ

麒
麟
獅
子
乗
車
、
砂
丘
ガ
イ
ド

※
昼
食
実
費
（
砂
丘
）

　

② 

3
月
6
日
（
火
）
10:

00
〜
12:

00

と
こ
ろ

久
松
公
園
入
口

内　

容

鳥
取
城
跡
・
仁
風
閣
ガ
イ
ド

※
昼
食
実
費
（
県
庁
食
堂
ご
当
地
カ
レ
ー
）

　

③ 

3
月
10
日
（
土
）
13:

00
〜
15:

00

と
こ
ろ

白
兎
神
社

内　

容

白
兎
神
社
ガ
イ
ド

※
い
ず
れ
か
1
日

の
参
加
で
も
可

料
無
料　

※
要
申

し
込
み

問
鳥
取
市
観
光
協
会

 

０
８
５
７-

26-

０
７
５
６

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

時
全
国
大
会
の
開
催
に
あ
わ
せ
て
随
時

所
主
に
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館　

容
各
種

全
国
大
会
な
ど
で
鳥
取
県
を
訪
れ
る

人
々
の
お
迎
え
な
ど　

①
会
議
応
援（
受

付
、
ク
ロ
ー
ク
、
事
務
補
助
な
ど
）　

②

通
訳
応
援
（
英
語
、韓
国
語
、手
話
な
ど
）

③
地
域
案
内（
鳥
取
県
内
の
観
光
、交
通
、

飲
食
の
案
内
な
ど
）　

条
18
歳
以
上
（
高

校
生
を
除
く
）
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
熱
意
の
あ
る
人　

募
応
募
用
紙
に

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
用
紙

が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
（
財
）
と
っ
と
り
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
〒
６
８
０-

０
０
４

３
鳥
取
県
米
子
市
末
広
町
２
９
４
番
地 

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

 

０
８
５
９-

39-

０
７
７
７

 w
elcom

e@
t-cb.jp

や
る
気
元
気
が
出
る
セ
ミ
ナ
ー

時
2
月
18
日
（
土
）
13:

30
〜
15:

00

所
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
第
二
会
議
室　

容
「
関
西
発
！
毎
日
が
ご
機
嫌
に
な
る

や
る
気
と
元
気
の
つ
く
り
方
」　

講
師
：

織お

田だ

貴た
か

子こ

さ
ん
（
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

員
70
人　

※
要
申
し
込
み
、
先
着
順
、

Inform
ation

募　集
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定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
　
料
無
料

問
男
女
共
同
参
画
登
録
団
体
ト
リ

ウ
ー
マ
ン
事
務
局
（
桜
や
内 

来く
る

田た

）

 

０
８
５
７-

30-

３
９
０
１

「
輝き

な
ん
せ
鳥
取
」
講
座

【
い
き
い
き
女
性
塾
〜
更
年
期
・
プ
レ
更

年
期
か
ら
の
H
a
p
p
y
  L
i
f
e
〜
】

時
第
1
回
：
3
月
2
日
（
金
）
10:

00

〜
11:

30　

第
2
回
：
3
月
4
日
（
日
）

10:

00
〜
11:

30　

※
内
容
は
同
じ
で

す
。
参
加
し
や
す
い
日
を
お
選
び
い
た

だ
き
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
　

所
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
輝
な

ん
せ
鳥
取
」
研
修
室
1　

容
更
年
期
・

プ
レ
更
年
期
か
ら
の
女
性
の
か
ら
だ
・

こ
こ
ろ
の
特
徴
、
更
年
期
・
プ
レ
更
年

期
か
ら
の
上
手
な
過
ご
し
方
・
対
処
法

（
骨
盤
底
筋
体
操
）、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の

関
係
な
ど　

講
師
：
平ひ
ら

井い

和か
ず

惠え

さ
ん

（
ひ
か
り
助
産
所 

助
産
師
）　

対
市
内

在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
プ

レ
更
年
期
か
ら
更
年
期
以
降
の
女
性

員
各
20
人　

料
無
料

※
満
1
歳
〜
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
幼

児
を
無
料
で
お
預
か
り
し
ま
す
。
申
し

込
み
時
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
託
児
申

し
込
み
期
限

：
2
月
24
日
（
金
）

問
鳥
取
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
輝
な
ん
せ
鳥
取
」

 

０
８
５
７-

24-

２
７
０
４

 

０
８
５
７-

20-

３
０
５
４

 danjyo@
city.tottori.lg.jp

鳥
取
市
行
財
政
改
革
推
進
市
民

委
員
会
委
員

容
行
財
政
改
革
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

の
審
議
お
よ
び
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
外
部
評
価　

▽
任
期
：
4
月
1
日
〜

平
成
26
年
3
月
31
日
（
予
定
：
2
年
間
）

▽
会
議
の
開
催
：
年
8
回
（
任
期
中
に

16
回
程
度
）
を
予
定
（
初
回
は
平
成
24

年
5
月
に
2
時
間
程
度
を
予
定
）　

条

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
し
、

平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
可
能
な
人　

員
3
人　

額
報
酬
：
５
０
０
０
円
／
出

席
1
回
（
た
だ
し
、
源
泉
徴
収
額
２
９

０
円
を
差
し
引
き
ま
す
。）　

募
3
月
2

日
（
金
）
必
着
で
、「
こ
れ
か
ら
の
地
方

行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
を
８
０
０

字
程
度
に
ま
と
め
（
任
意
様
式
）、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、
持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
問

い
合
わ
せ
先
ま
で　

※
応
募
者
多
数
の

場
合
は
選
考
の
う
え
決
定

※
選
考
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に
3
月

下
旬
に
通
知

問
本
庁
舎
行
財
政
改
革
課
（
〒
６
８
０

-

８
５
７
１ 

尚
徳
町
１
１
６ 

鳥
取
市

役
所
総
務
部
行
財
政
改
革
課
）

 

０
８
５
７-

20-

３
１
６
４

 

０
８
５
７-

20-

３
０
４
０

 gyouzaisei@
city.tottori.lg.jp

日曜納税窓口の開設
と　き　2 月 19・26 日（日）9:00 〜 16:00
ところ　駅南庁舎 1 階収税課
問い合わせ先　駅南庁舎収税課 0857-20-3431

確定申告をされる人へ

■「社会保険料納付済額のお知らせ」を発行します。
　平成 23 年中に本市へ納められた国民健康保険料、
後期高齢者医療保険料、介護保険料は、確定申告に
おいて「社会保険料控除」の対象となります。
　必要な人は、下記の担当課及び各総合支所市民福
祉課で、それぞれの社会保険料納付済額を1枚にま
とめたお知らせを取得していただけます。
　これは、確定申告において社会保険料控除を申告
される際、参考になる書類ですので、希望される人
は下記担当課(係)または各総合支所市民福祉課(  
13ページ)までお問い合わせください。
問い合わせ先　
▷国民健康保険料について
	 駅南庁舎保険年金課 収納係  0857-20-3483
▷後期高齢者医療保険料について
	 駅南庁舎保険年金課 長寿医療係  0857-20-3487
▷介護保険料について
	 駅南庁舎高齢社会課 賦課・徴収係  0857-20-3452

    消費者被害にあわないために
問い合わせ先　駅南庁舎市民総合相談センター  0857-20-3863

file010  新生活を始めるときに気をつけたいこと
【事例】　
　子どもが大学に進学し、県外で一人暮らしを始
めることになりました。アパートやマンションの
契約をするときに気をつけることはありますか？

【アドバイス】　
　賃貸契約に伴うトラブルとして、入居中の修繕
トラブルや退去時の敷金返還トラブルなどがあり
ます。こうしたトラブルにあわないためには、契
約時・入居時の確認が大切です。
▷契約時
　契約書や重要事項説明書をしっ かり確認しま
しょう。重要事項説明書には、家賃や部屋の設備
等大切な事柄がまとめられています。分からない
ことはそのままにせず、しっかりと確認しましょ
う。そして、確認した内容は口頭だけでなく、契
約書や重要事項説明書に必ず書いてもらいましょ
う。また、下見は明るいときだけではなく、時間
帯や曜日を変えて周りの環境も見ておきましょう。
▷入居時
　家具を入れる前に部屋全体をチェックし、もと
もとのキズや汚れがあるかどうかを貸主や不動産
会社の立会いのもとで確認するとともに、写真を
撮って記録しておくことも有効な方法です。

ワンポイント
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下水道供用区域が広がりました

新たに使用できる区域（いずれも一部）
・賀露町北二丁目  ・賀露町北三丁目  ・湖山町北二丁目  
・湖山町北四丁目  ・湖山町西二丁目  ・湖山町東五丁目  
・湖山町南三丁目  ・古郡家  ・桜谷  ・布勢  ・伏野
・宮長  ・安長

  工事は指定工事店で

　下水道が整備された場合は、すみやかに下水道
に接続する排水設備工事を行いましょう（浄化槽
などの切り替えはおおむね 1 年以内、くみ取り便
所の水洗化は 3 年以内）。工事は、必ず本市が指
定する排水設備指定工事店に申し込んでください。
無利子の改造資金融資制度もありますのでご利用
ください。また、排水設備工事完成後に排水管が
つまって下水が流れない場合は、施工した工事店
か清掃業者に清掃を申し込んでください。

 ご注意ください！

　市役所の職員を装ったり、市役所から依頼され
たなどと偽り、下水排水管の点検・清掃・消毒な
どの業務を契約させ、高額な費用を請求するとい
った被害が発生しています。
　市役所では、みなさんの敷地内にある排水管に
ついて、このような業務を行ったり業者に依頼し
たりすることはありませんので、ご注意ください。
問い合わせ先　環境下水道部庁舎下水道経営課 
	  0857-20-3304

Inform
ation

鳥取市雇用促進協議会

【3月開催研修のご案内】

日 時
3/5（月）〜9（金）、12（月）、14（水）、15（木）
9:30〜16:30

研修内容 パソコン技能＆コミュニケーション研修
会 場 千代三洋工業㈱（パソコン教室PicoPico）
定 員 24人

受 講 料　無料（ただし、テキスト代2520円は自己負担）
申し込み　研修の初回開催日の1週間前までに、電

話・ファクシミリ・電子メールのいずれ
かで問い合わせ先へ

問い合わせ先　
鳥取市雇用促進協議会（第二庁舎雇用創造推進室内）

 0857-20-3134  0857-20-3046
  tottori-koyou@city.tottori.tottori.jp
 http://www.city.tottori.lg.jp/

平成24年度 趣味の教室参加者募集

と 　 き　4月1日〜平成25年3月31日
と こ ろ　鳥取市高齢者福祉センター

（富安二丁目104-1）
対 象 者　市内在住で、おおむね60歳以上の人
申込方法　往復はがき（1人1枚）に次の必要事項を

記入し、下記問い合わせ先に郵送
【往信用の裏面】
郵便番号、住所、氏名（ ふりがな ）、電
話番号、年齢、希望教室名（囲碁を希望
の人は、ご自分の段または級も明記。い
け花を希望の人は、①か②を明記）

【返信用の表面】
申込者の郵便番号、住所、氏名

申込期間　2月1日（水）～ 3月2日（金）　※必着

※応募者多数の場合は抽選。1人1教室とし複数応
募はできません。定員に満たない教室について
は再募集を5月に行います。再募集での重複応
募は可能です。

教室名 定　員 曜　日 時　間
囲　碁 80人 月～土 13:00 ～
将　棋 50人 月～土 13:00 ～
書　道 45人 第2・4火 13:30 ～
民　謡 42人 第2・4金 14:00 ～
手工芸 35人 第1・3水 13:30 ～

いけ花 各25人 第2・4水 ①9:30 ～
②13:00 ～

謡　曲 30人 第1・3金 13:30 ～
おどり 25人 第1・3月 13:30 ～
日本画 36人 第2・4火 9:30 ～
短　歌 30人 第2・4月 13:30 ～
俳　句 20人 第1火 13:30 ～
表　装 60人 第2・4木 13:30 ～
詩　吟 35人 第1・3月 9:30 ～

陶　芸 40人 第1・3木・金、
第4金 13:00 ～

問い合わせ先　鳥取市社会福祉協議会（富安二丁目104-2） 
 0857-24-3180

　上記の鳥取市高齢者福祉センター会場での教室
以外に、気高（陶芸教室）鹿野（陶芸・木工教室）
については、直接各総合福祉センターへ電話にて
お申し込みください。

教室名 ところ 曜　日 時　間
陶　芸 焼き物工房 第 2・4 木・金 9:00 ～

申し込み先　気高町総合福祉センター（気高町浜村8-8）
 0857-82-2727

教室名 ところ 曜　日 時　間

陶　芸
鹿野町総合福祉

センター 火～木 9:00 ～

木　工
鹿野町小鷲河地区

公民館
11 〜 3 月の

金〜月
午前
午後

申し込み先　鹿野町総合福祉センター（鹿野町今市651-1）
 0857-84-3113

毎月 22 日は「にこにこデー」です
あいさつで あったか ふれあい まちづくり
　2 月の活動は、22 日にイオン鳥
取店で行います。
※あいさつ運動や心の健康劇などの

実施については下記問い合わせ先
までご連絡ください。

問い合わせ先　　中央保健センター  0857-20-3194

ニコニコにっこりあいさつマーク
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市民のみなさんの自主的
な活動をご紹介します。

子どもたちに、希望のラブレターを
時：3月末日まで（毎年実施）／内：ポストに投函されな
かった切手付の郵便ハガキを集め、教育の機会に恵
まれなかった人への支援に役立てる「書きそんじハ
ガキ・キャンペーン2012」の実施／連：鳥取ユネス
コ協会事務局 ・  0857-24-5009（月〜水13:00
〜15:00、留守の場合は留守電に入れてください。）

花のポストカード＆つぶやきフラワーアート展
時：2月11日（土）〜18日（土）10:00〜18:00（最終日
は17:00まで）／所：サルーテ Step Gallary／容：▷出
展者：こころ舞（在廊日：2月12日（日））／連：サルーテ 

 0857-30-2020

ぶらり街かどコンサート
〜東日本大震災チャリティー演奏会〜
時：3月10日（土）14:00〜／所：淨宗寺本堂（瓦町
110）／容：琴と尺八・日本舞踊のコラボレーション／
料：無料／連：淨宗寺  0857-22-5744

鳥取おやこ劇場からのお知らせ
連：鳥取おやこ劇場事務局  0857-24-6680
●おやこバザー
時：2月19日（日）11:00〜15:00／所：とりぎん文化会
館 展示室、フリースペース／容：日用品やこども古着の
リサイクルバザー、手づくり品、工作・ゲームコーナー 他
●0歳からきける初めての音楽会「ポロン・ポロン」
時：3月1日（木）11:00〜11:40／所：市民会館 大
ホール／対：0〜3歳の乳幼児とその保護者／料：チ
ケット1組1000円（2月1日より販売開始、先着50組）

第31回鳥取城北高等学校吹奏楽部
定期演奏会
時：2月12日（日）14:00〜／所：市民会館／料：無料／
連：鳥取城北高等学校（山本）  0857-23-3502

八頭高等学校吹奏楽部 第36回定期演奏会
時：3月18日（日）14:00〜（13:30開場）／所：市民会
館／料：無料※要整理券／連：八頭高等学校（北尾） 

 0858-72-0022  0858-72-0113  kitao_
as@mailk.torikyo.ed.jp

安来節保存会津ノ井支部発表会
時：3月4日（日）10:00〜／所：市民会館／料：前売券
1000円、当日券1500円／連：安来節保存会津ノ井
支部事務局（古本）  0858-85-2147

鳥取市むつみカレッジ
平成24年度（4月1日〜25年3月31日）会員募集
容：会員募集（旧働く婦人の家）※学習概要ガイダン

スは、「輝
き

なんせ鳥取」（福祉文化会館3階）のカウン

ターに設置します。／受：2月19日（日）10:00〜12:00
に福祉文化会館4階ロビーにて／連：鳥取市むつみカ
レッジ事務局  090-4650-4831（川口）

リファーレンいなば
リサイクルファクトリー 2 月スケジュール

内容 日時 定員 費用

裂き織り
7日（火）、18日（土）、28日（火）

10:00〜15:00 4人 実費

余り布で
マイ箸入れ作り 15日（水）10:00〜12:00 10人 無料

健康布ぞうり 16日（木）10:00〜15:00 10人 100円
木工おひな様 19日（日）10:00〜12:00 10人 100円
余り布で
マイバッグ作り 22日（水）10:00〜15:00 10人 無料

PPバンドかご作り 24日（金）10:00〜15:00 10人 無料

※詳しくは、電話でお問い合わせください。上記
以外の体験講座や外部出張も行います。お気軽
にご相談ください。

申し込み・問い合わせ先
リファーレンいなば（伏野 2220）  0857-59-6026
（月曜日休館　※ただし月曜日が祝日の場合は翌日）

　今年の干支は辰（龍）です。
　辰は龍･竜とも書き大海や
地底に住み雲雨を自在にする
力を持つとされ、中国では亀
や鳳凰・麒麟などとともに有
難いものと天子に冠する物事
とに関して用いられました。
　また辰年は嵐を呼ぶ年とい
われていますので、平穏を祈
念し、龍をあしらった甲冑･
刀剣･工芸品など約60点をご
らんいただきます。
と　き　2月13日（月）まで　※火曜日休館

	 10:00〜17:00（入館は16:30まで）

財団法人 渡辺美術館 

「平穏を祈念する辰づくし」

施設のご案内
所在地　鳥取市覚寺堤下1-55-1
入館料（上記期間中）
	 一 般	 900円
	 高 校 生	 500円
	 障 が い 者	 400円
	 小・中 学 生	 300円
問い合わせ先  0857-24-1152

※4月号に掲載を希望される人は、必要事項を記入し、2月15日
（水）までに、ハガキ、ファクシミリ（  0857-20-3056）または電
子メール（  shihou@city.tottori.lg.jp)で秘書課広報室まで。

紙面の都合により掲載できない場合があります。あらかじめご了承ください。

25 Tottori City News Letter  2012.2



市民総合相談　　　  予約は  0857-20-3862まで
■市民総合相談センター（市役所駅南庁舎1階）【予約不要】
《くらし110番相談窓口》
内　容： 日常生活の中での疑問、困りごとなど（専門相談員応対）
と　き： 平日8:30〜17:15（面談・電話相談）  0857-20-4894

平日17:15〜22:00（電話相談）  090-8715-9280
土日祝日8:30〜22:00（電話相談）  090-8715-9280

※本庁舎でも毎週月・金曜日（13:00〜17:00）に面談相談を行います。

《消費生活相談窓口》
内　容： 訪問販売・通信販売・インターネットトラブル、多

重債務など、消費生活に関すること（専門相談員応対）
と　き： 平日8:30〜17:00（面談・電話相談）  0857-20-3863
問い合わせ先  駅南庁舎市民総合相談センター  0857-20-3862
■法律相談【電話予約制】
内　容： 法律全般（弁護士応対）
と　き： 3/15（木）・23（金）13:00〜16:00（定員各5人ずつ）
ところ： 駅南庁舎
予　約： 3/8（木）8:30〜（先着順、定員になり次第終了）
■公正証書作成、定款・私署証書の認証など相談【電話予約制】
内　容： 遺言や任意後見、不動産賃貸借、金銭貸借、離婚にとも

なう養育費・慰謝料の支払等契約などの公正証書作成
および私署証書の認証などに関すること（公証人応対）

と　き： 3/28（水）13:00〜16:00（定員5人）
ところ： 本庁舎
予　約： 3/26（月）17:15まで（先着順、定員になり次第終了）
■年金制度・労働・社会保険に関する相談【電話予約制】
内　容： 採用から退職までの労働および社会保険、老後の年金を

含む生活設計などに関すること（社会保険労務士応対）
と　き： 3/14（水）13:00〜16:00（定員5人）
ところ： 駅南庁舎
予　約： 3/7（水）17:15まで（先着順、定員になり次第終了）
■土地境界に関する相談【電話予約制】
内　容： 土地境界などに関すること（土地家屋調査士応対）
と　き： 3/22（木）13:00〜16:00（定員3人）
ところ： 駅南庁舎
予　約： 3/15（木）17:15まで（先着順、定員になり次第終了）

※上記相談以外にも、市役所各担当課で、人権、福祉、税、健康な
どの各種相談業務を随時行っています。お気軽にご相談ください。

女性なんでも相談
内　容： 法律（弁護士応対）、一般（人権・教育・健康など）
と　き： 法律＝3/5（月）13:00〜16:00

3/15（木）・26（月）9:00〜12:00
一般＝3/10（土）13:00〜15:00

ところ： 男女共同参画センター（西町二丁目福祉文化会館内）
予　約： 2/20（月）8:30〜　※電話などにて先着順

問い合わせ先  男女共同参画センター  0857-24-2704
特設人権相談
内　容： 人権問題全般（人権擁護委員応対）
と　き： 3/20（火・祝）13:00〜16:00
ところ： さざんか会館
問い合わせ先  鳥取地方法務局人権擁護課  0857-22-2289
※法務局においても平日（8:30〜17:15）は毎日相談に応じています。

行政相談
内　容： 国の仕事や手続き、サービスなど（行政相談委員応対）
と　き： 3/1（木）・14（水）・21（水）・26（月）13:00〜15:00
ところ： 3/1＝ 市 役 所 駅 南 庁 舎、3/14＝ 輝

き

な ん せ 鳥 取、
3/21＝さざんか会館、3/26＝トスク本店インフォ
メーションルーム

問い合わせ先  鳥取行政評価事務所  0857-24-5542
※鳥取行政評価事務所においても平日（8:30〜17:15）は毎日相談に応じています。

3 月無料相談 ※ 2 月分の無料相談は市報 1 月号を参照ください。

　「市民総合相談窓口」では、市民のみなさんが、本庁舎、駅南庁舎、各総合支所のどこにおいで
になられても迅速に相談をお受けできるよう、施設間にテレビ電話などを配置し、担当職員と直
接お話いただけるようにしています。そのほか、市役所各課から取り寄せた資料などをその場で
お渡しするなど、サービスの充実に努めています。

　保健師による無料相談会です。　※要予約

対　象：慢性じん不全により人工透析を受けている人、難
病患者やその家族

と　き：2月24日（金）14:00〜16:00（毎月第4金曜日）
ところ：駅南庁舎
内　容：日常生活・療養上の悩みや不安などの解決のお手伝い
予　約：2月21日（火）17:15までに電話で問い合わせ先まで
問い合わせ先　　駅南庁舎障がい福祉課  0857-20-3475

じん臓疾患・難病患者相談会

　弁護士などの専門家による無料相談会です。　※要予約

と　き：2月21日（火）13:30〜16:00
ところ：県庁議会棟　会議室（東町一丁目）
問い合わせ先　県消費生活センター
　　　　　　　（県庁第二庁舎2階東部消費生活相談室）
	  0857-26-7605 0857-26-8144

多重債務・ヤミ金融など相談会

と　き：2月5日（日）10:00〜15:00  ※当日受付、先着順

ところ：気高図書館　2階会議室
内　容：相続・遺言、成年後見、農地転用、許認可申請、契

約など

と　き：2月18日（土）10:30〜15:00　※当日受付、先着順

ところ：県立図書館　2階小研修室
内　容：相続・遺言、成年後見、交通事故後遺障害等級認定、

帰化・在留許可などの手続きなど
問い合わせ先　　鳥取県行政書士会事務局  0857-24-2744

行政書士無料相談

と　き：2 月 14 日（火）10:00 〜 15:00
ところ：県民ふれあい会館
内　容：民法、借地借家、宅建業法、登記、物件、鑑定など
問い合わせ先　社団法人 全日本不動産協会鳥取県本部
　　　　　　　  0857-29-5411

不動産無料相談

　中国税理士会鳥取支部の税理士が担当します。
と　き：2 月 23 日（木）10:00 〜 16:00
ところ：とりぎん文化会館（県民文化会館）　2 階第二会議室
問い合わせ先　中国税理士会鳥取支部事務局
　　　　　　　  0857-26-9563

税理士記念日の税の無料相談会
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TOTTORI UNIVERSITY OF ENVIRONMENTAL STUDIES

鳥取環境大学情報
http://www.kankyo-u.ac.jp/

平成 24 年度 鳥取環境大学 入試案内
【一般入試（B方式）】

学　　科 募集人員
環境学部 環境学科、経営学部 経営学科 各7人

願書受付期間　2月15日（水）まで
試 験 日　2 月 29 日（ 水 ）
試験会場　鳥取環境大学、大阪、岡山
選考方法　選択：

▽国語（国語総合 ※古文・漢文除く、現
代文）　 ▽数学（数学Ⅰ、数学A、数学Ⅱ、
数学B ※数列、ベクトル）　 ▽英語（英語
Ⅰ、英語Ⅱ）から2科目

合格発表　3月6日（火）
【大学入試センター試験利用入試（2 期 ）】

学　　科 募集人員
環境学部 環境学科、経営学部 経営学科 各5人

願書受付期間　2月16日（木）〜3月9日（金）
選考方法　選択：

▽国語（近代以降の文章のみ）　 ▽数学

▽地理歴史・公民　 ▽理科　 ▽外国語（英
語にはリスニングを含む）
の全科目から高得点の2教科2科目
※本学独自の試験などは課しません。

合格発表　3月16日（金）
※詳しくは募集要項およびホームページをご覧ください。

問い合わせ先　企画広報課入試室  0857-38-6720

図書館だより
■中央図書館  0857-27-5182 開館時間 9:00 ～ 19:00

（土・日曜は 17:00 まで）
■気高図書館  0857-37-6036 開館時間 10:00 ～ 18:00
■用瀬図書館  0858-87-2702 開館時間 10:00 ～ 18:00
※休館日は、毎週火曜日、毎月最終の木曜日、祝日の

翌日（中央図書館は除く）

鳥取大学・とっとり駅南教室 ☆講話とおしゃべり

と　き 講師と演題

第75回
3月3日（土）

「多文化共生社会について考える」
講師：仲

なか

野
の

  誠
まこと

さん（鳥取大学地域学部 准教授）

時　間　13:30 〜 15:00
ところ　中央図書館　多目的ホール
参加費　無料　　
定　員　40 人程度　※申し込み不要

とっとり県民カレッジ連携講座公開講座
テ ー マ　「地域の経営と環境の保全」
講 師　北

き た

崎
ざ き

　寛
ひろし

さん（環境政策経営学科 教授）
と き　2月18日（土）10:30〜12:00
と こ ろ　県立図書館　2階大研修室　※参加無料

申し込み　講座の前日までに、電話・ファクシミリ・
電子メールのいずれかで問い合わせ先へ

問い合わせ先　企画広報課 0857-38-6704
0857-38-6709  kouryu@kankyo-u.ac.jp

　私の担当しているプロジェクト研究では、再生
可能エネルギーの中でも特に山陰地方に最も多く
賦存していると考えられる小水力にこだわって一
貫して課題設定を行ってきました。再生可能エネ
ルギーへのエネルギーシフトの重要性や、再生可
能エネルギーの特性、エネルギーの変換技術、地
域力を活用した小水力エネルギー の生産と利用、
さらには水熱源方式によるエネルギーの有効利用、
コミニュティーグリッドに至るまで様々な課題に
取り組んできました。また、それら電力に変換し
たエネルギーを活用した新しい作物栽培技術の導
入や、再生可能エネルギーを利用した地域活性化
に至るまで、際限なく課題が広がってきました。
　本年度からは、これまでの検討結果をもとに目に
見える形にまとめる方向に軌道修正を図っ ていま
す。鳥取市の協力を得て、本年竣工する殿ダムに隣
接した神護集落の交流館およびその周辺の砂防ダム
の落差を利用して、小水力発電と太陽光発電を組み
合わせてマイクログリッドを構成し、その電力を活
用して様々 な新しい作物栽培
技術の適用を検討しています。
　電力活用による新しい栽培
技術の検討は、中山間地域に
多量に存在しているエネル
ギー を持つ水を活用し、作物
が持つ様々な機能を活用して
中山間地域の比較優位性を引
き出し、地域活性化を図る上
での大きな力になると考える
からです。

環境マネジメント学科 教授　　三
みつ

野
の

　徹
とおる

シリーズ vol.40 鳥取環境大学

トピックス
TOPICS

問い合わせ先　企画広報課  0857-38-6704
 http://www.kankyo-u.ac.jp/  kikaku@kankyo-u.ac.jp

プロジェクト研究（平成23年度前期）
「小水力エネルギーの利用活用」

神護集落に設置した再生可能
エネルギー実証実験装置

気高図書館 2月3日（金）まで 福部図書室 2月6日（月）〜10日（金）
用瀬図書館 2月13日（月）〜17日（金） 国府図書室 2月27日（月）〜3月2日（金）
中央図書館 2月20日（月）〜24日（金）

※夜間や休館中の返却は、時間外返却ポストをご利用ください。　※河原町、青谷町、鹿野町、佐治町図書室は開館しています。

蔵書点検による休館のお知らせ
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2月の休館日　21（火）

掛出町 12
 0857-24-9411

市民会館

劇団角笛「シルエット劇場」
と　き　2月8日（水）、9 日（ 木 ）10:00〜、13:00〜
ところ　市民会館
内　容　「りゅうとびわ」、「つのぶえのうた」、「ぞ

うのはなはなぜ長い」
入場料　500円　※3歳以下は無料。

開館時間　9:00〜22:00

吉方温泉三丁目 701
 0857-20-3362

視聴覚ライブラリー

ふるさとの映像を見る会
と　き　2月16日（木）10:00〜、14:00〜
内　容　▷中国地方特集“知られざる先駆者”

〜歌謡漫才の元祖ミス・ワカナ〜
▷明るい長寿社会をめざして

〜鳥取市の高齢者福祉〜

2月の休館日　15日（水）
入館料　一般500円、高校生以下無料

西町三丁目 202
 0857-22-7070

わらべ館

なつかしのわらべ倶楽部
　童謡・唱歌や懐かしの歌謡曲などを歌いましょう♪
と　き　2月22日（水）13:00〜
対　象　60歳以上
※参加無料、要予約

春風がはこぶ箏の音
　箏・てまり会の演奏による日本の音の春景色♪
と　き　3月4日（日）14:00〜
※参加無料

・おもちゃづくり体験・・・・・・・・・・・・・・・・・
　毎週日曜日9:00〜17:00（最終受付16:00）
・昔あそび・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　4日（土）14:00〜15:00
・楽しい紙芝居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　5・19日（日）14:00〜14:30
・おはなしとわらべうたあそび・・・・・・・・・・・・・
　25日（土）14:00〜14:40
・おもちゃの病院・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　26日（日）10:00〜15:00（１家族1点、先着20件）

常設展示　展示替えのお知らせ
　2月18日（土）から、展示資料のうち、約50点が
入れ替わります。
　みなさんのご来館をお待ちしております。
　なお、展示替え作業のため、2月13日（月）〜17
日（金）まで休館とさせていただきます。

2月の休館日　6・13（月）〜 17（金）、20・27（月）

青谷町青谷 4064
 0857-85-0841

青谷上寺地遺跡展示館

写真展 万葉の世界を訪ねて
　フォトコンテスト「万葉の世界を訪ねて」に入選し
た作品をご紹介します。
と　き　2月16日（木）〜23日（木）

9:00〜17:00（23日は15:00まで）
ところ　因幡万葉歴史館　エントランスホール
入館料　写真展のみの入館は無料

2月の休館日　6・13・20・27（月）
入館料　一般 500 円、高校生以下・65 歳以上無料

国府町町屋 726
 0857-26-1780

因幡万葉歴史館

鳥取聾学校写真部作品展

「学
まな

び舎
や

のまち ーファインダーでみた国府町ー」
　県内外で高い評価をうけ
ている鳥取聾学校写真部の
作品を展示します。同学校
がある国府町がテーマです。
と　き　2月15日（水）〜

3月11日（日）
ところ　因幡万葉歴史館
	 民俗展示室
観覧料　作品展のみの観覧は無料

第 54 回県展入選「夢の中」
撮影場所：鳥取藩主池田家墓所

坂
さ か

田
た

おさむ・坂
さ か

田
た

めぐみ親子
ファミリーコンサート
　歌のおにいさん親子の楽しいコンサート♪
と 　 き　3月3日（土）14:00〜
と こ ろ　とりぎん文化会館  小ホール
入 場 料　大人1000円、わらべ会会

員500円、3歳 〜 高 校 生
200円
※3歳児未満のひざ上鑑
　賞は無料

チケット　わらべ館、とりぎん文化
会館、倉吉未来中心にて
販売中

坂田おさむ、坂田めぐみ

山陰線開通100年記念　鉄道イベント
鉄道の世界へようこそ
　Nゲージのジオラマや運転体験などを楽しもう！
と　き　2月11日（土・祝）、12日（日）
	 9:00〜17:00（12日は16:00まで）
※要入館料

おもちゃと遊びの企画展
「鉄道おもちゃで出発進行！」
　わらべ館の鉄道おもちゃコレクション展
と　き　2月11日（土・祝）〜19日（日）9:00〜17:00
※参加無料

歌ってみよう♪鉄道唱歌
　企画展「汽笛一声！歌めぐり」関連イベント♪
と　き　2月18日（ 土 ）14:00〜
※要入館料
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第3回 春のまちなか公民館作品展
と　き　2月16日（木）〜19 日（ 日 ）10:00〜17:00
	 （最終日は15:00まで）　※入場無料

佐々部清監督作品『カーテンコール』上映＆講演会
と　き　2月26日（日）14:00〜17:00　※入場無料

パレットとっとり
市民交流ホール

弥生町 323-1
 0857-39-2555

2月の休館日　6・13・20（月）、21（火）〜24（金）、27（月）
※21日〜24日は資料整理のため休館

入館料　一般 500 円、高校生以下・65 歳以上無料

上町 88
 0857-23-2140

鳥取市歴史博物館　　　
やまびこ館

テーマ講座 「因幡国再発見ー時範記ー」
と　き　2月18日（土）14:00〜
ところ　やまびこ館　地下常設展示室または研修室
対　象　大人　　定　員　15人
※要入館料、予約不要

資料を読む〜資料を紐解いて知る郷土の歴史〜
「近代資料を読む」（全3回）
　鳥取の郷土部隊、歩兵第四十連隊の記録を読みます。
と　き　2月4・11・18日（土）10:30〜12:00
ところ　やまびこ館　地下研修室
対　象　大人　　定　員　15人
※参加無料、要予約

吉方温泉三丁目 701
 0857-27-5181

文化センター
（文化ホール・こども科学館）

平成23年度 鳥取市文化ホール自主事業
合唱フェスティバル Amabile VOL.5
と　き　2月19日（日）14:00〜16:45
ところ　文化ホール
内　容　地元合唱団による合唱祭
入場料　全席自由一律500円（小学生以下無料）

※未就学児は入場不可。
※託児サービスあり（無料、要予約）。
　2月9日（木）までにお申し込みください。

こども科学館教室「教室作品展」
と　き　3月1日（木）〜15 日（木）9:00〜17:00
ところ　文化センター　1階展示ホール
内　容　陶芸・絵画など教室作品および「教室写真

パネル」の展示

第30回 マジックショー
と　き　3月4日（日）

14:00〜（13:30開場）
ところ　文化ホール
内　容　マジック教室受講

生によるマジック
の披露

※入場無料

2月の休館日　6・13（月）、14（火）、20・27（月）
入館料　一般300円、高校生以下・65歳以上無料

佐治町高山 1071-1
 0858-89-1011

さじアストロパーク

第4回 星空セミナー
　「3月の星空紹介」と、3月に
地球に接近する「火星」につい
てご紹介します。晴れていれ
ば、103㌢望遠鏡での観察会
も行います。
と　き　2月18日（土）19:00〜20:45
参加料　一般600円、65歳以上･高校生300円、小・

中学生200円（入館料・観望料）
※雨天曇天時は、観察会は中止し、プラネタリウム

を使って説明などを行います。寒い頃ですので、
暖かい服装でお越しください。

火星

第17回 星降る国の雪まつり
　メーンは午前中が「かま
くら作り」、午後は雪を使
った各種イベントなどを行
います。また、館内ではプ
ラネタリウム投影なども行
います。
と　き　2月5日（日）10:30〜15:00
参加費　一般500円、高校生以下200円
持ち物　防寒着など
※積雪量によっては内容が変更となる場合があります。
※当日は午後5時で閉館します。

かまくら作り

2月の休館日　6・13・20・27（月）
開館時間　9:00〜17:00

青谷町青谷 2990-4
 0857-85-2351

あおや郷土館

鳥取市西部地域のアーティストたち
　鳥取市西部地域（気高・鹿野・青谷）に在住・在
勤で活躍中の、若い芸術家の人々の作品を展示紹介
します。
と　き　2月25日（土）〜3月25日（日）
※入場無料

第8回 因州和紙あかり展
　全国から公募した灯り作
品、招待作品を展示します。
イラストレーター 毛利みき
さんの和紙灯籠も注目。柔ら
かでぬくもりのある和紙の灯
りに包まれてみてください。
と　き　2月4日（土）〜3月31日（土）
入場料　大人300円、小・中学生150円、20人以

上の団体20㌫割引
※2月5日（日）午後1時からオープニングコンサー

トを開催します。
　「ブレヴィス・キンダーリート・アンサンブル」の

演奏や音楽劇をお楽しみください。

2月の休館日　6・13・20・27（月）
開館時間　9:00〜17:00

青谷町山根 313
0857-86-6060

あおや和紙工房

ぬくもりの灯り作品

第 29 回マジックショー演技風景
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外に打って出るシリーズ Vol.21

対談者：ブリリアントアソシエイツ（株）代表取締役・福嶋登美子さん

平成 24 年 1 月 4 日（水）雪

多くの人に出会い、支えられて

対談 市長日記Ⅱ

市
長　

平
成
16
年
に
会
社
を
設
立
さ
れ
、
女

性
起
業
家
と
し
て
県
内
外
で
ご
活
躍
な
さ
っ

て
い
ま
す
が
、
現
在
の
事
業
を
起
こ
さ
れ
た

き
っ
か
け
や
事
業
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
、

ま
ず
お
伺
い
し
ま
す
。

福
嶋　

専
業
主
婦
だ
っ
た
私
が
、
会
社
を
経

営
し
て
い
る
夫
に
呼
び
出
さ
れ
、
平
成
11
年
か

ら
企
業
経
営
に
参
画
し
、
ス
テ
ン
レ
ス
素
材
の

花
器
や
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
の
製
作
で
、
東
京
へ
進

出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
15
年
に
は
、
県
の
男
女
共
同

参
画
推
進
事
業
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
行
く

機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
鳥
取
の
女
性
の
就

業
率
が
全
国
で
も
高
い
こ
と
を
改
め
て
認
識

す
る
と
と
も
に
、
女
性
の
癒
さ
れ
る
場
所
が

少
な
い
こ
と
も
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
女

性
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
商
品
開
発
を
目
的
と
し

た
現
在
の
会
社
を
設
立
し
、
鳥
取
駅
前
の
ホ

テ
ル
内
に
サ
ロ
ン
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

以
来
7
年
間
、
た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会

い
に
恵
ま
れ
、
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
鳥
取
の
良
さ
を
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
の
は
県
外
の
人
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
人
た
ち
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
、

賀
露
の
海
鮮
料
理
の
お
店
や
、
古
民
家
を
改

修
し
た
カ
フ
ェ
を
山
の
手
の
大
榎
町
に
オ
ー

プ
ン
さ
せ
、
や
る
気
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
と
一

緒
に
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

場　所：和風カフェスタイルギャラリー「大榎庵」

　
市
長　

観
光
的
な
魅
力
の
高
い
賀
露
、
鳥
取

駅
前
の
ホ
テ
ル
、
そ
し
て
山
の
手
の
住
宅
地
で

の
事
業
展
開
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
活
動

が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
す
が
、
今
後
の
取
り
組
み

や
夢
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

福
嶋
　
観
光
客
を
中
心
市
街
地
へ
誘
客
し
よ

う
と
、
鳥
取
空
港
を
起
点
に
賀
露
、
駅
前
、

山
の
手
地
区
を
繋
ぐ
「
貴
婦
人
号
」
と
い
う

送
迎
バ
ス
を
企
画
し
ま
し
た
が
、
鳥
取
市
に

は
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
溢
れ
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
の
で
、
全
国
に
も

っ
と
も
っ
と
P
R
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
は
一
過
性
の
も
の
に
終
わ
ら

ず
、
地
域
の
特
徴
と
な
る
よ
う
な
事
業
の
展

開
で
、
ご
支
援
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
に
、

恩
返
し
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長　
「
砂
の
美
術
館
」
が
4
月
に
全
天
候

型
の
施
設
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
本
市
で
は
、
持
続
的
な
観
光
客
の
増
加

に
伴
う
交
流
人
口
を
増
や
し
、
地
域
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
何
か
ご
意
見
を
い

た
だ
け
ま
す
か
。

福
嶋　

砂
の
美
術
館
の
効
果
は
、
賀
露
に
い

る
と
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
る
の
で
、
大
歓

迎
で
す
。
ま
た
、私
た
ち
が
行
っ
て
い
る「
華

貴
婦
人
」
の
イ
ベ
ン
ト
も
官
と
民
が
連
携
す

る
と
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
方
に
鳥
取
に
お

越
し
い
た
だ
け
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

※
対
談
内
容
を
抜
粋
・
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

官
と
民
の
連
携
で
観
光
客
の
増
加
を

専
業
主
婦
か
ら
会
社
社
長
へ
の
転
身

ふくしまと   み   こ 

おおえのきあん
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PUBLIC INFORMATION

※住民登録人口と外国人登録人口を合計した
ものです。

お持ち帰り用の市報を、地区公民館などに
設置しております。どうぞご利用ください。

鳥取市の人口

　男　：  94,653人［ー45］

　女　：101,819人［ー59］

合　計：196,472人［ー104］

世帯数： 77,679　［ー8］

　平成24年1月1日現在［　］内は前月比

鳥取市役所　
 0857ー22ー8111㈹
 0857ー20ー3040

〒680ー8571
（郵便物は郵便番号と課名のみで届きます）
本 庁 舎　尚徳町116番地　
第二庁舎　上魚町39番地
駅南庁舎　富安二丁目138番地4

各総合支所　

国府  0857ー39ー0555

福部  0857ー75ー2811

河原  0858ー76ー3111

用瀬  0858ー87ー2111

佐治  0858ー88ー0211

気高  0857ー82ー0011

鹿野  0857ー84ー2011

青谷  0857ー85ー0011鳥取市ホームページアドレス　
http://www.city.tottori.lg.jp/
音声読み上げなどの支援機能があります

ホームページ抜粋版
（携帯電話対応アドレス）
http://www.city.tottori.lg.jp/mobile/

編集・発行
鳥取市企画推進部秘書課広報室

 0857ー20ー3132

発行／平成24年2月1日

印刷／中央印刷株式会社
電子メール　
kouhou@city.tottori.lg.jp

とっとり市報 No.1018

春
恒
例
の
「
鏡
開
き
式
が
」
１

月
９
日
、
鳥
取
市
武
道
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。「
鏡
開
き
」
と
は
、

お
正
月
に
ひ
と
区
切
り
を
つ
け
、

１
年
の
健
康
と
発
展
を
祝
い
、
新

た
な
気
持
ち
で
武
道
や
仕
事
に
臨

む
こ
と
。

　

こ
の
日
は
、
日
ご
ろ
か
ら
武
道

の
修
練
に
励
む
空
手
道
、
な
ぎ
な

た
、
柔
道
、
剣
道
、
弓
道
の
５
武

道
の
老
若
男
女
約
６
５
０
人
が
参

加
。
鏡
開
き
式
を
前
に
、
今
年
の

け
い
こ
始
め
に
心
地
よ
い
汗
を
流

し
ま
し
た
。

開
き
式
で
は
、
各
道
の

代
表
者
が
力
強
い
形
や
技

を
披
露
。弓
道
の
演
武
で
は
、

今
年
の
干
支
「
龍た
つ

」
を
か

た
ど
っ
た
的
に
矢
が
射
る
た

び
、
会
場
か
ら
大
き
な
喚

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

市
で
は
現
在
、
布
勢

に
弓
道
場
の
建
設
を
進
め

て
お
り
、
平
成
25
年
度
に

は
、
大
規
模
な
大
会
が
開

催
で
き
る
施
設
が
開
場
す

る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
か
ら
は
、

武
道
を
通
し
、
伝
統
や
文
化
に
触

れ
る
機
会
を
よ
り
一
層
増
や
そ
う

と
、
市
内
の
全
て
の
中
学
校
で
、

剣
道
ま
た
は
柔
道
が
必
修
科
目
と

な
り
ま
す
。

の
終
わ
り
に
は
、「
鏡
も
ち
」

と
し
て
紅
白
も
ち
が
参
加
者
に
配

ら
れ
、
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、

お
も
ち
を
口
い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば

り
な
が
ら
、
今
年
１
年
の
修
練
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

問
第
二
庁
舎
体
育
課
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〒 680-8571 市役所本庁舎秘書課広報室
　 0857-20-3132　 0857-20-3056
　  kouhou@city.tottori.lg.jp

古紙配合率 100%再生紙を使用しています

◆暖かいものが恋しいこの季節。今、私の一
番のお気に入りは“湯たんぽ”です。夜寝る
前にお湯を沸かし、ほっかほかの湯たんぽをベッ
ドに入れておくと、とっても快適に眠れます。
日本では室町時代から使われているとのこと。
昔と変わらぬやさしい暖かさに癒され、ついつ
い寝坊しそうになってしまいますが、省エネに
もなりとってもお勧めです。ただ、低温やけど
にはご注意を！（hi）
◆先日、ホームページの研修を受けました。み
なさんの中にも、鳥取市のホームページを利
用される人は多いと思いますが、使い勝手はい
かがでしょうか。研修中は、課題を客観的に
把握できたのですが、やはり利用者の声を大
切にしたいです。ホームページも欲しい情報が
より簡単に手に入るものにしたいです。（℡）

福部町

福部アイデア館管理運営協議会
　福部町を代表する特産品といえ
ば、「らっきょう」に「梨」。福部ア
イデア館管理運営協議会は、地元産
の農作物を使った加工品を、多くの
人に味わってほしいとの思いで活動
を続けるグループです。
　平成10年の発足以降、一貫して会員自らが新商品のアイ
デアを出し合い、商品の開発を行っています。試作を繰り
返してでき上がった商品は、イベント会場や市内の観光施
設で販売し、毎年11月に福部町海

あ も う

士のアイデア館で開催さ
れる「アイデア館まつり」では、地元の味を楽しむ多くの来
場者で賑わいます。
　イベントなどで人気の商品が「らっ きょ うまんじゅ う」。
具に入っているきざみらっきょうの香りが口の中に広がる自

信作です。3月末まで鳥取
砂丘情報館サンドパルとっ
とりで販売していますので
ぜひご賞味ください。
　今後も約50人の会員が
協力し活動を続けること
が、地域の活性化につなが
ればと願っています。

海 士
あもう

山
陰
本
線

福部駅

岩戸海水浴場 ▶

ココ

319

JA 鳥取いなば
らっきょう加工場

9

福部町総合支所

43
212

-

① 里芋は皮つきのままゆで、熱いうちに皮をむき、1㌢
の厚さに切る。

② 玉ねぎは薄切り、にんじん、ロースハムは短冊に切る。
③ 鍋にバターを溶かし、玉ねぎ、にんじんを透き通るま

で炒め、ハムと里芋を入れる。
④ ③に塩、こしょう、味噌で味付けし、牛乳を入れる。
⑤ ④を弱火で少しとろみがつくまで煮込み、ブロッコ

リーを入れる。
⑥ ⑤を耐熱皿に入れ、上にチーズをのせ、予熱したオー

ブントースターで焦げ目がつくまで焼く。

簡単にできる芋メニューの一品を、 
8 回シリーズで紹介します。

食生活改善推進員連絡協議会 用瀬支部 食し
ょ
く

芋メニュー編 Vol.2
里芋のグラタン

一口メモ…ホワイトソースを使
わなくても里芋のとろみでおい
しくいただけます。

1
人
分

エネルギー 186kcal
たんぱく質 10.3g
脂質 9.5g
塩分 1.4g

読者プレゼント

応募方法　ハガキまたは電子メ
ールに住所・氏名・電話番号・年
齢を明記のうえ、「とっとり市報」
を読んだ感想やご意見を添えて
右記までお送りください。
※同じ名前での応募は 1 通として

受け付けます。
締切 ２月 20 日（月）（当日消印有効）

応募先 〒 680-8571 鳥取市役所秘書課広報室
　　　 shihou@city.tottori.lg.jp
　　　「とっとり市報読者プレゼント」係
※本市ホームページからもご応募いただけます（トップ

ページの「市政と広報」から入ります）。
※当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。
※応募されたみなさんの個人情報は、プレゼントの発送

にのみ使用します。

「とっとり市報」へのご意見、ご感想をお寄せください。
抽選で 5 名様にプレゼントします。

かきもち（２パック）
　国府町上地（わじ）で手作りしたかきもち
です。鳥取県産の黒豆、こきび、にんじん、
よもぎなどが入り、見た目にも色鮮やかで、
焼いても、揚げてもおいしい一品です。

【賞品提供】　扇の里グループ
　　　　　 　　 ・ 0857-58-0505

読者プレゼント

毎月 19 日は「食育の日」です。

この味この手間この心　伝えていきたい次世代へ
　　　　食育のスタートはこの一歩から

中
山
間
地
域
の
宝
シ
リ
ー
ズ
9    

問い合わせ先 福部アイデア館管理運営協議会
0857-74-3055

かきもち（1パック 300g）

らっきょうまんじゅう

材料（４人分）
里芋 280g 牛乳 200ml
玉ねぎ 125g 塩 小さじ1/6
にんじん 40g こしょう 少々
ロースハム 50g みそ 大さじ1
ブロッコリー 100g チーズ（ピザ用） 50g
バター 8g
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